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川崎画工柔株式含就。！

ファンマノー號につ いて

ノールウェイのFearnley&Eger會而t④註文により，紳戸川崎重工業株式會吐に於て建造し，去る6

月17日無事引渡しを終了した,M.T.Fermanorは，職後のいわゆる輸出船中最大の油槽船であって，盆に

その全貌を御紹介出來るのは誠に欣快の至りである。

記述の便宜上，主として起工に至るまでを第1部に，その後完成に至るまでを第II部として次の順序で

筆を進めることとする。

第1部第II部

1．契約締結までの經緯1．一般配置6．機關部關係

2 ． 基 本計劃及び船主との交渉2．船鐙構造7．電氣設備

3 ． 資材關係3．貨物油 關 係 諸 設 備 8 鳶 建 造 經 過

4．居住厘關係諸設備9．検査關係

5 ．甲板補棲，航海計器10．結言

’

●

I

第 1 部0

當を要し，その他電力，石炭等重要資材の生産が不足

し，大型船の建造が危ぶまれ，叉職出船は外厩船級を

取得するため，鋼材はその規格品でなければならない

が,これの生産の見透しも亦疑間であった。

更に欧米の造船按術，海運の動向等海外事情が戟雫

中杜絶して不詳であり，-必要文献も入手していなかっ

た。

以上の通り大型職出船引受には,種々 の不安があり，
之は邊船所が濁力で解決し得る問題でなかった。

職出船建造が過剰の努働力を消化すると共に，關連
産業の振興，外資の獲得に寄與するのは自明の魔であ
って,之を蜜現さすためには,.上記の諸障害に對してク
何等かの虚置が當然必要であったのである。

連合軍總司令部も獄出船による貿易の振興の必要を

認め，欧米外交代表者及びバイヤーと接鯛して,"IH
船計蚕の立案に努めていた。フアンマノー賎の生みの

親であるノールウェイ外交代表部のJ.Brand_氏は，
本國より大型油槽船,貨物脇捕鯨船の新造照會を受
け，同氏個人としてその要塞に沿うため蓋力すると共

に6總司令部の計喪に参謡し楡出船に關する一般施策
の推進に大いに貢献したのであった。同氏は又傍ら’

日本造船所の施設，能力を調査し，本國からの引合船
に對する適格造船所を検討していたが，昭和23年2

月，當祓東京事務所長と會談の際，過去の建造寅績に
より，特に當牡が大型油槽船の建造に有望なる事を察

知し，後日岡氏が當斌を12,000噸油槽船建造の這格

P
1．契約締結までの經緯，

ファンマノー號は戦後のいわゆる第一次大型鐵出船●
として計臺建造されたものであって，その造船契約締

結に至るまでの經緯は，當然第一次大型職出船建遙計

蓋途行の一雲をなしているのである。

ここで何故本計甕が壷施されねばならなかったかを

振返って考えて見ることにする。笛･時日本の造船界は

敗戦陵の混迷状態より漸く脱却し，船舶公團の設立に

．伴って，貨物船の建造に着手はしたものの，その建造

量は少<，かつ大型船の建造は制限され，從って各造

船所は多數の從業員と，比較的職災を受けなかった危

大な造船施設を擁して，大型新造船の建造を一日千秋

鞘‘の思いで待っていたのである。
ところが歌州の各造船所は,､各國が戦時中多大の船

腹を喪失した結果,何れも優秀新造船の註文が段到し,

錘年間は手一杯で新規註文には鱈じ切れない状態であ
った。

從って動､|､l各國の需要に應ずることが出來るのは，

濁り日本の造船所だけであって，昭和22年中頃より，

駄州各函よりの新造船引合が未曾有の活況を呈し，日

本造船界の恢復に絶好の機曾が到来したのであった。

當時は諸外國のバイヤー或は直接本圃膿主の新造船

引奇が各造船所に輻綾したが何れも占領下であるた

めに満足な交渉を綾けることが出来なかった。

叉鋼材等の主要材料は指定生産資材として政府の割

6
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1

鎧船所として，總司令部及び日本政府に推畢する撰櫻

．となった。

以上の遥り總司令部を中心に，諸外國の動きは，極

,めて活溌であったが，それに引換え日本の受註態勢は

依然として未完成であったため，總司令部は日本政府

に對し連かに受註計劃を立案するように督勵したので

あった。

それで政府は造船所の協力を要望し，叉造船所は政

府に隆路克服の施策を要請し，共に輸出船の賞現に逼

進することになった。

かくて海運總局船舶局は昭和23年4月，總司令部

.の諮問に基いて，5ケ國15隻を包含した第一次大型

輸出船建造計霊を立案した。之にA,B,C,の3案が考

えられ,.各案中當吐に對する割當は

A案アメリカ18,000噸油槽船1隻

フランス9,25 0 噸 貨 物 船 1 隻

B案ノールウェイ18,000噸油槽船2隻

〃 9,500噸貨物船1隻

LC案ノールウェイ18,000噸油槽船2隻，

フランス9,250噸貨物船1隻

であって，主機は何れもMAN型ヂーゼル機關を指定
された。

この案は造船所の製造能力を考慮した上,船農と棲
關の製造工場を一致させ，姉妹船は同一造船所で建造
･する方針の下に立てられたものである。
當吐は計蜜立案の當初より，大型油槽船の引受を目

標に設計部門を動員して,常に準備を怠らなかったが，
愈,々 情勢力推展するにつれ，大型油補給の捲當造船所
として,不動の地位を確立するに至った｡これは當而tが
油槽船寧遙の經験が豊富な黙で,･日本造船所の首位に
あったことと，’幸にもBrandt氏が自國の18,000噸
油槽船を當杜に引當てるように希望したこと｛こよるの
であって，同氏の好意を明記しなければならない。
昭和23年5月21日,Brandt氏は始めて當杜に

來訪され，本船建造に關する希望を述べられ，同氏と
は當杜織閏工場所長との間に諒解が成立した。
次いで6月15日，海運總局船舶局長よりノールウ

エイ18,000噸油槽船2隻建造に對する内定通知を受
け；契約締結の準備に全力を注ぐ．こととなった。
爾來ノールウエイ船主との交渉はBrandt氏を仲介

として，萬事滞りなく進められ,.昭和24年1月末に
は船主側監督RuStad氏が来朝し，同氏を中心として
仕様害並び;こ圃面の整備を完了した｡．
遂に2月17日，他の大型i賦出船に先立って，2隻

の中第一船の契約が締結され，關係諸官鹿初め，営祓
一同は獄びに感激したのであった。その契約書には船
主Fearnley&Egerを代表するBrandt員と貿易願

287

ｰ

長官が調印し，連合軍總司令部貿易商業課長が確認の

署名を，叉當赴を代表して営而t東京事務所長が承認の

署名をした。

このように本船は契約諦結に至るまで，柊始順調に

經過したが，それは偏えにBrandt氏の深甚な好意と

壼力によるのであって，戦後本船を機會に日本がノー

ルウェイと手を握ることが出來たこととともに，同氏

に對し深く感謝の意を表する次第である。

2．基本計劃及び船主との交渉

A・船菫の要求

本船の最初の引合は昭和23年春頃から始められ

た。先方から邊られた参考仕檬書の内へ主要寸法決定
に必要な船主の要求事項は次の逹りである。

（1）平均吃水約29'一C'′(8.84M)

（2）載貨重量，約18,000T(18,300KT)

（3）貨物油槽52fts/Tの貨物油16,300T

を積み得ること。

（4）滿載試運鱒速力約14K

（5）船級N.V.(NorskeVeritas)

（6）測度純噸數算定の際，溌關室に對

して總噸數の32％の控除を

．爲し得ること。

(7)Owner'sExtra船農主要部は船級協會所要

，寸法に對し150T増加す

ること。

上記の（3）項より貨物油槽容積を算出すると約

25,0COM3となる。

B・主要項目の決定
｡’

（1）排水量

本船の計劃に際し，最初に問題になるのは排水量で

ある。所要の載貨重量18,300KTに對して，最近の

欧米の油槽船に見る如く全溶接構造を採用すれば，載

貨重量/排水量を0．73位に高め得るが，當時の鋼材

及び溶接棒の状況では,船級協會の承認を得られる溶

接船の建造は萬全を期し難かったため，船鐙主要部は

主として較鋲溝浩とし，叉参考仕楪書によると，護装

及び機關部に對して在來の日本船に比し要求が多いの

で，載貨重丑排水堂を0．7位に取らざるを得なかっ

た。

かくして所要排水量を約26,000KTと決定した。

（2）主要寸法の検討

貨物油槽一厘劃の長さを12Mに定め，前記の所要

油槽容積以上を得るためには，船の幅を適當に想定す

ると9厘劃を必要とする。之に前，中及び後部DCo-

Herdumの長さを加えると，油槽部分の長さとして約

110Mを必要とする。之に所要の後部機開室及び船

'
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尾槽の長さと，滝載状態に於て適當なトリムを得るた

めに必要な前部の長さとを加えて，船の長さLとして

168Mを要する見當をつけた。

次いで所要の排水量及び貨物油槽容積を得るよう

に，ロ乞水d秘を船主要求通りに押えて’幅B及び深

さDを一應想定したのである。

然しこの想定寸法を更に，吃水及び速力の黙から再

検討すると，乾舷の上からも,Cbに對しても，不都

合な要目となるので，吃水を深くしcbを小さくする

案を造り，之を船主に問合せた。

かくして昭和23年8月ノールウェイよりの回答に

接し，吃水の増加が認められたので，

Z,=168.00MB=21.60M

D=12.00Mdj"=9.0.4M

の案にて進むことになった。

（3）推進機關の決定

上述の案について馬力計算を行い，更に船舶試籔所

に於て自航試験を行った結果，肥大船型に對する波浪

の影響を相當見込んで，定絡出力7,"OBHP,定狢回

鯉敦毎分123のターポプロワー附川崎MAN極動2

サイクルヂーゼル椴關を用いることとなった。

（4）決定主要頚目

かくしてまず次の案を以て船主側技術者の來航を待

ったので ある。・

垂嶺謝の長さ′168.00M

．型幅21.60M

型 深 12.00M

型 吃水9.04M

滿 載 排 水 量。25,950KT

総噸數約 13,500T

純噸數約7,500T

主機川崎M.A.N.極助2CycleDiesel

、心Engin(D6Z72/120T型）

定格出力7,000BHP

〃毎分回露敦123

滿載定狢 速 力 約 1 4 K

載 貨 重 量 約18,300KT

貨物油槽容量〃26,700Ms

燃料油槽〃〃1,230KT

養罐水槽〃 "100KT

清水糟〃〃260KT

C・船型

外國文献を見るに，大型油槽船の船首船型には2通

りあり，米國のものは純然たるU型，北欧のものはV

型のものが多い｡､前者は溶接構造には便利であるが，

本船は前述の如く主として鮫鋲祷造であり，北欧の

RoughSeaには凌波性からも後者の方がすぐ・れてい

ると思われたので，比較的v型の船首を採用した。

船尾は主磯を縮める爲に必要な最小限の幅を底部で

取った上，出來ろだけv型とした。

浮力中心位置は，滿載時に適當なトリムを得，かつ

最良の推進性能を得るために，画より前方約1.2%L

の位置に選定した。

かくして細部の線圃と推進器の設計は船舶試験所に

依頼して，ここに水線下の船型が走った。

筒シヤーは，工作を容易にするため，中央部Lの’

1/2間はNoSheerとした。

fgD..一般配置

本船は一般配置に見る如く，中央部にポンプ室を有

する三島型油槽船で，配置上は在來船に比し特別苦心．

を要した所はなかったが，次の黙に對しては特に注意
を梯つた。

本船は戦前の北欧の油槽船に比し10人程定員が轌
〆

してあり，叉参考仕檬雪によると居住設備の程度が相

営Iこ高い･かつ前述の機關室の測度を可能ならしめる

周こは，機關室の積量を總積量の13％以上にせねば

ならないので，溌關室及び罐室園壁を相當程度機關室
の積量にくり入れなければならない。之等の條件を滿

足さすために，船尾甑甲板上の甲板室は二段積とし，

かつ磯關室函壁の幅を必要以上に贋く取ったのであ，
るo

、 E ・ 計 劃 型 更

昭和23年12月船主より本船の計劃鍵更の通知に
接した。主な事項は次の4項である。．

（1）燃料油槽を300T増加すること

（2）’清水槽を100T増加すること

（3）船首襖を延長し，吃水從って載貨重量を増す
こと

（4）定員3名増加

そこで原案に對して直ちに検討を行い，次の結論を
得た。

（1）に對しては，前部燃料油槽のTankTopを上
げること，及び後部に於ける油糟配置の鍵更によって

目的を達し得ること。

（2）に對しては，後部清水槽の増大及び槽配置の愛
更により目的を達し得ること。

（1）及び(2)に對するトリムの愛化は，前後に於け

る重量の愛化がある程度相殺するので,大して心配の′
ないこと。

（3）に就いては，型吃水を9.14Mまで増し得るが》

その後の計劃の進捗により輕荷重量がかなり増す氣配

が見えたので，載貨重量の増大は多きを期し得ないこ
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と。尚排水量の増加による速力の減少は問題にならな

･いこと。

（4）に就いては，一般配置をかなり愛更して，船主

の希望を充たし得ること。

かくして，翌年1月には船主側の技術者が渡日する
ことが分ったので，この状態で資料を整備して，船主

側技術者の來航を待った。

r・船主側技術者との交渉

昭和24年1月船主側より技術老が派遣され，上記
の案を基として一般配置及び仕様書に對する最後的折
衝を行い，再度愛更を行った。その主な黙は次の通り
である。

（1）主磯をScavengingPump直結のものに愛更す
る こ と “

（2）噸數問題の再様討

（3）甲板艤装及び諸室配置の一部改正

（4）隔壁”尭材のSerration

以上に就いて直ちに技術能検討を行い，次の如く問
題を解決した。

（’）営方の計劃では，機關部重量の輕いこと，機
開室の長さを減少し得ること，及び工作上熟練してい
ること等を考えてTurbo-Blower附のヂーゼル棲關
を使うと,とにしたのであるが，船主側は運轌の確實性
を狸調してScavengingPump直結のものにするこ
とを握力に要求したので，蓮に要求通りにすることと
した。即ちD7Z72/120P型のヂーゼル機關を定格
115RPM,7,000BHPにてまわすことに落着いた。

この結果として，椴關部重量が約50KT増加する
が，前項に述べた計劃鍵更に伴う吃水の増加により充
分補い得る見當はついてLた

又この愛更により，從來はヂーゼル發電磯は3基を
主機の前におく豫定であったのを，之を2基に愛更し
て夫々 主機の雨側に置くこととし，かつ船主の要求に
より各發電機の容鑓を330kWのものに増大した。

主機の長さの増加と相俟って機關室の長さの不足を
來たしたので,.その對策として次の如く仁した。即ち
他への影響を極力少<するため，最後部貨物油槽を1
肋骨間即ち750粍縮少し，機關室ではユ肋骨蔵即ち

800粍長くする事として船主側のF意を得た。この場
合には貨物油楠の容積は約200M3減少するに過ぎ
ず，トリムの鍵化もさして問題とならない。

尚主機回轌數の塗更に伴い，推進器D直径も多少増

加したが，別に船尾骨材の饗更を要する程のこともな
く低回鱒となった爲に，かえって推進効率を増して

瞳かながら速力を高め得ることを確めた。

（2）噸趣の問題については，測度は英画法による

、
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ものとし，英國法と日本法とは同じであることが分っ

ていたので，すべて日本式に計算していたが，細部に

就いては不明の黙もあり困っていた。．

一番の問題は，前述の如く溌關室の積量を總積量の

13％以上にすることであるがダこの爲には機關室園

壁は勿論，罐室及び罐室園壁も機關室に含ませなけれ

ば到底目的を達し得ない。この爲にはDonkeyBoiler

ではあるが，之を推進に關係あるものとしなければな

らない。之に關してはピルヂポンプを汽動として一應

上の關係を認めて貰うように了解を得たが,ノールウ

ェイに問合せの結果，燃料油移動ポンプを蒸氣躍動と

して罐が推進に關與しているという建前を確立した。

（3）甲板艤装及び諸室の配置に就いては，色々の

希望事項が示され，之を満足するため，直ちに一般配

置の一部愛更を行って承認を得た。

（4）縦横隔壁は是非Corrugationを行うよう熱

心に希望されたが，當時の状態としてはまだ滿足に之

を行う自信がなかったので，本船に就いては隔壁防澆

材に生rrationを施行することにして了解を得た。

以上の折衝により結局本船の計劃要目は次の還りに

愛更し，この計劃の下に契約が成立し，昭和24年4

月8日起工の運びに至ったのである。

計劃要目表

垂線問の長さ168.00M

型幅21.60M

型，深12.00M

型吃水9.14M
1,

滿載排水量26,250KT

總噸數約13,500T

純噸數約7,500T

主機川崎MAN鍾動2CycleDiesel

Engine(D7Z72/120P型）

定格出力7,OOOBHP

定格厄鱒數115RPM

満載定格速力14K

載貨重量約18,300KT

貨物油槽容量約26,500M3

燃料油槽容量〃1,590KT-.

義 罐 水 槽 容 量 〃 1 4 0 K T

清水槽容量〃410KT

3．賓材關係

本船o計劃が軌道に乘()出すと共に，まず問題にな

るめば，資材の入手である。

本船は楡出船である故に，關係當局及び業者の特別

な識力を得た黙もあったが,一面,規烙が厳重であり，
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叉特別な要求もあって，その爲苦しんだ黙も亦多かつ

た。本船で問題になった主なものは，鋼材．塗料,パ

ッキング，木材，その他特殊磯械類である。

A.鋼材

本船の董毒注鋼材量佳銅板約5,800T・型鋼約1,4CoT

であったが，昭和23年の二四半期に申請し，現品は

日鐵八幡及び川埼製慧から10月頃より入荷し始め

た。

その堂時はN.V.の検査員は未だ着任せず，宮イド

が様査を代行したのであるが，

（1）日鐵八幡の1ケ月分の鋼材の殆んどが，鑛石不

良のため不合格となった。．

（2）川崎製鐵ではロイドとN,V.との切替に圓滑を

鉄き，約2ケ月室白を生じた。

（3）始めは同型昭2隻の豫走で材料を註文したが途

中で1隻に鍵更になり，從って不用の材料が先に

入って，至急入用のものが遅れる場合を生じた。

(4)N.V.の承認圖により材料の一部に寸法愛更が

あり，之の切換手配に時日を要したb

等の事情で鋼材入手が順調に行かず，起工時には辛う

じてキール10枚を並べ，縦横隔壁材料は現場工程上

の最後の日Iこやつと入手すると云うように工程に及ぼ

す影響が大きかった。

B.塗科

塗料についてはノールウェイのNcrden叉はTitan

と同等以上を要求され，かつ船主監督との打合で國産

品の使用が不許可になったので，止むを得ず織入申請

をしたのであるが,G.H.Q.では､塗料用原料を輸入し

ている現在，成品としての塗料の織入を許可せずとの

事で，なかなか決定に至らず，室しく日時を過すのみ

であった。

本船は錆止塗料として光明丹塗料を使用する事にな

っているが，本品の完全乾燥には，2～3ケ月を要し，

さもないと後に剥脱等の故障を起すので，進水前早期

に準備する要がある。一方交渉;ま遅々 として進まず，

止むなく画産品を一部準備したのであるが,之は結局，

船主監督の来るまで塗装を待てとの指令に接したため

塗らずじまいで無駄となった。（光明丹塗料を’ケ月

以上放置すると，、リノレイン酸鉛等を生成し，塗料と
しての性能を失う。）

その後ノールウェイに日本製品の見本を塗り，叉向

うから遥附された見本を分析して画産品との比較表を

作る等して，船主監督の二度目の来朝を俟って，直ち

に再交渉をなし，やつと9月末に画産品の使用を認め

られた。それより發註，入手したため，演際に船底に

2回塗を総えてから進水まで2ケ月に瀧たなかったの

で，大分心配したのであるが，公試前入渠の際の船底
検査では，至極滿足すべき成績であった。之は國産品；
の優良性を資證するものとして，誠に喜びに堪えない
所である。

C ・ バ ヅ キ ン グ

パッキングに就いても全面的に外國品を使用せよと

の要求があった。之も種冬交渉の結果，一部に米國製
品のJM－寺C-6Rajah(蒸氣辨のグランドパッキ
ング．用),JM－善C-10Jewett(蒸氣補機のグランド．
パッキング用),JM－等60(燃料油管のジョイントパミ

ッキン'グ用）等を楡入するに止まI)j大部分は國産品
の使用を許可された。勿論巌格な試騒を行った上であ
る。

画産品で使用したものはトン誤一等1及び7パルヵ，

－壽921,その他ゴム,布入ゴム，木綿,GreaSyHemp|
等で，中にはBeldam製品のTabardと同様のもの
を新たに作らせ，試験の上使用（貨油管膨張接手のグ′
ランドパッキング用）したものもある。

D.木材

職入木材としてはチーク，米松，リグナムバイタ等
を使用したが，職前のものに較べて，多少品質が劣っ．
ていたので，不良のものは取除き，嚴撰の上良品のみ
を使用した。

國産木材では稽樫,璽地,櫻,杉,檸等を使用した｡
木材は在来乾燥不充分のため不具合の黙があった例

が多いので，本船では乾燥に留意すると共に，居室關
係のものは大彊戯にペニャ板，練心合板として加工の．
上，使用する事にした。

E.そ1の他

機械類で外國製品を使用したものには，油清淨機,
ジャイ官コムパス，自動操舵機レーダー，サルログ,

無線装置,船内指令器等があり，之等は何れも船主支
給の型式となった。

その他の機械,計器類ば罰産品で賄ったのであるが，
音響測深磯は英國の最新型こ倣うように要求され，又
磁氣羅針儀はProjectingTypeを要求される竿，業
者の方にも一段の努力を大なり小なりお願いしたので．
ある。

その他，例えばデッキコンポヂション，ラパータイ
ル,MarineGlue,電氣用絶縁塗料及びフェノールレ

ヂン板等の材料も試験，検査を要求される等，品質の
吟朱が非常に儀洛であった。之は反面戦後の日本の

工業永準を高め,同時に我々喝,やｵﾙぱ出來るんだと
云う自信を與えたものと確信する。
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第 II部

1．－般配置

測皆の船型及び一般配置は,一般配置園に示すよう
に，三島型，傾斜船首，巡洋艦型船尾，船尾識關，中
央ポンプ室，2本儲等で近代大型油糟船として普通の

型である．。

貨物油槽は中央部Iこ配置され，2條の縦邇隔壁及び
11個の横隔壁で仕切られて，合計27個の油槽より
成っている。油槽1個の長さは12米で,Transverse
Fr.(*3米置きに，即ち1油槽に3個宛配置されてい

る。

中央部中心油槽の一部を仕切ってポンプ室とし，そ
の両翼の油槽の前面にCoHerdumを設けて異種油の・
積付に便ならしめてある。

貨物油槽の前後端にもCoRerdumが配置され,前部
CoHerdumより前方には補助ポンプ室,DeepTank,
貨物鮠，錨鎖庫，船首水槽が，叉後部CorerdumJS
り後方には機關室，燃料油槽，船尾水槽が夫々 配置さ
オしる。

般橋喚内には諸倉庫，ヂヤイロ室,30T清水槽，
同槽用ポンプ室等を配置し，船橋換上の2暦の甲板室
には船長，甲板部士官，蓮信士，船雷等の居室，及び
サロン，無線室，操舵室，水先案内人室，病室等を配
置している。

船尾甑内は甲板員及び機關員の居住唾，諸倉庫等に
充當し，船尾喚上の2暦の甲板室には機關部士官，
PettyO伍cer等の居室，食堂，喫煙室，賄室等を配
滝する。

居室設備の詳細については後章にゆずる事とする

が，國内船と比較しての特異黙を琴げると，
(1)PettyO鼠cer'sMess,Steward'sMess.等特

別の公室があること。

(2)ChiefSteward,Doctorの待遇よきこと。
（3）甲板長等はPettyO伍cerとして特別に待遇さ
れること。

（4）屡員室も原則として1～2人室なること。

（5）私室附きの便所，浴室の多きこと。

等である。その他居室關係以外に一般配置に關して本
船の特異黙としては，

（1）前部船総と錨鎖庫との間にCcfrdumを設け

たこと。本船では前部船給にドラム礎入り揮發油を

積載するため，本厘劃を蘭印航海條令によりGas

Tightにする必要がある。それに伴って，上記以外

にTrunkHatchを船首櫻内に設けた。

（2）錨鎖庫はSelftr23nming可能なる如く，特に

I
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廣<構造し，叉錨鎖庫入口は甲板に設けず，錨鎖車

前壁に蓋無しの人孔を配置した。

（3）船橋櫻内のヂヤイ戸室は,N.V.の特別要求に

より，その底部にCoHerdumを設け，貨物油糟に

直接に接しないようにした。

（4）機關室園壁の前壁頂都に大きな開口を設け、後

橘デリックを使用して，機關室内諸物品の陸揚げが

簡草に出來るようにした。

（5）甲板室の四隅及び階鯉端前壁の曲率半径を遥営

にして，外観上の感じを良好にした。

(6)WocdenAwningを廣範園に設備した。筒操舵

室の両翼注一般外画船の如く，天井なしで,Canvas

Awningを使用した。

（7）舷梯は上甲板に装備した。この舷梯は雨舷に兼

用のもので，手動ウインチで簡軍に上下される。街

格納位置は紹橋船尾側である。

備考

外國船には特有の言葉がある。例えば前記のChief

Stewardは日本の司厨長とは全然異りゥ寧ろ事務長‘

に近く,XPetty.O伍cerを准士官ど鐸するのも一寸

愛である。それで之等は凡て仕様書記載の原語によっ

て記述することとする。

2．船体鱈造

本船はN.V.の船級船として建造され，主要圖面は

凡てオスローに這りその承認を得たのであるが，承認

魎の往復に1～2ケ月を要し，現場工事の進捗上に困

難を感じた事もあった。特に急を要する問題の解決に

は，在紳戸N.V.検査員を通じ電報にて照會して,1

～2週間で返事を賞うことが没來た。職務上とは云え

N.V.検査員が，之等の世話をよく見て呉れた事につ

いては，特に感謝している次第である。ここにちょっ

と面白い事は,N.V.検査員が船主監督をも兼務して

いる事で，この黙我為には奇異に感ぜられたが，上述

のように工程上の念を要する時等には，便利の黙もあ

ったのである。

さて本船の隣遥様式は，中央切断団に示すように，

CombinedSystemを採用した。この狙いの一つは，

當時の鋼材需給状態より考えて，使用鋼材，特に型銅

の種類を少<するためである。溶接に開しては,當時

の状況により，遺憾ながら全面鮪溶接を獣念し，縦臓

隔壁及び上部構造の範園に止め，他は鋲溝造となした

．次第ば，第1部基本計蜜の項で述べた通りである。

次に本船の構造上特に御紹介したい黙を翠げると

（1）外板，甲板，縦隔壁等はRuleSize以上に，

ヨ
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全鑑で合計150Tに営る増厚をするように要求され
た。

これにより，例えば中央部船底外板は,N.V.承認

圖の21．5粍を23粍に，船首部船底外板は25粍を

2Z粍に，縦隔壁のBottornStrakeの14粍を16"

に，同じくTopStrakeの12粍を14粍に夫々 船主

監督と話合の上で増厚した。

この決定寸法で本船中央切断面のI/Yを堂って見

ると，計臺蒲載吃水に對し餘裕が19.6％となった。

尚本船のL/Dは14であるので，その黙からもこの

餘裕は相當欲しい所である。

（2）キール，舷側厚板，及び梁上側板のButtは

DoubleButtStrapとした。この件に關して總て5列

のLapとするようにN.V.と交渉したのであるが，

上記のものだけはDoubleButtStrapを要求された

のである。

（3）油密縦横隔壁のスチフナーは2,303の逆付で

あるが，これを中央切断団に示す稼に深さ50粍の
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〃U

し，特に球山型の球側をSerrateするのは工作上の心

配もあった。それで押抜の型を作り，プレスで押抜い
て試験を行い，色々押抜の匁の形状を改良した虚，ま

くれも出ず案外簡軍に加工する事が出來た｡Serration

施工による輕減重量は全農で約18Tに及んでいる。

（4）油密縦隔壁の現場ブロック接手の個所は片舷

で13個所であるが，之を鋲にするか，溶接にするか

でN.V.本部と折衝の結果，衝合溶接を要求されて，

上から下まで一直線の現場竪向溶接を行ったb之もそ

Serrationを行い，隔壁板に至周溶接で取付けた。之

は船禮重重の輕減と同時に次の意味も含まれている。

皀ﾛちもしSerrateせずに，箇綾隅肉溶接を行った場合
には，隙間に貨物油が浸み込んで,TankCleaningに

不利だからである。又もし断績溶接を避けて輕連績溶
●

接にすれば，油の浸み込みは防げるが，スチフナーの

結合が餘りStiffになり過ぎる倶れがあって面白く
ない。

この=rrationは我々 としては始めての試みである
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の當時としては始めての試みであったが成績は良好で
あった。

（5）舵はBallancedContraRuddeZを使用した。

船主監督はSimplexを採用したい意向であったが，

我々の在來の經蟻を説明した虚網得して貰えた。北欧

では~Simplexが多いらしい。

舵の水睡試験は，船主要求により，ピスマスチック

ソリニーシヨンを座入して施行した。水産試鐵後ピス

マスチックが舵内部に完全に塗装される事となり，面

白い方法だと考えられる。

その他舵頭材の径をN.V.のRuleSizeより1C%

蟻しにしたり，舵針とガヂョンとの間隙を0．5粍に押

え，軸承面積を充分大きく取る等かなりきつい要求が

あったが，之等より彼等が如何に舵を重頑しているか
の一端が伺われる。

（6）上甲板の舷縁山形鋼は貨物油槽の範園では下

向きとし，上甲板の排水を良好ならしめた。尚船橋霞
の外壁は船側より250粍内側に取付け,外板のStress

が直接に船橋鯉外壁に傳わるのを防止した。

(7)NorwegianRogulationによると，羅針船橋
の羅針儀附近は非磁氣性材料で構造するように要求さ

れている。本船はここにA1材を使用した。最近は船
舶用輕金麗委員會の活躍で優秀な船舶用輕合金が製造
されるよう『こなったが，本船の材料註文當時には未だ

C

その氣運なく，止むなくその営時の最良のものを使用
したのであるが，筒優秀な製品の出來る今日に至って

見ると，この黙だけは逼憾であった。ただし壁料にば

ZincChromateを使用して萬全を期している。

（8）彼我の意見の相違より生ずる問題α解決に苦
心した場合も多かった。一例を上げると，上甲板の

CargoOilHatchの問題がある。當方邊付の承認厩に
對して,K.V.ではDecklongi.shouldbecarried

throughoiltighthatchesと云って來た。當方とし

ては切ったデッキロンヂは縦頒力計算には入れてない

のでその旨力説したが，在脚戸桧査員では勿論話がつ

かず，叉船主監督の立場としてロンヂをハッチ下に通
することは魔物油槽内の残油凌い用ドﾗﾑ罐出し入れ
の障害となるので，雌であるbそのためなかなか解決
がつかず，或はロンヂを1本曲げたり，或は2本曲げ

たり色々 の咽面を調製してオスローに這り，數度の交

渉の結果，結局ロンヂを切り鮠口縁材を或る程度補狸

することで解決したが,この間現場は手が付けられず，

工程上非常に困ったのである。、

何れにしても對手が遠いので隔靴掻踵の感があり，

今慶とも輸出船の建造には充分の交渉時間を始めから

見込まねばならない。

3．貨物油關係諸設備

A，ボンプ

中央ポンプ室には容量500T/H×70Mの汽動棲塾

貨油ポンプ?2臺及び60T:H×70Mの汽動竪型残油吸
入ポンプ1臺が配置される。

ポンプを蕊動する蒸氣は，機關室より座力10kg/

cmヨのものが直接ポンプ室に邊られる。蒸氣管は常

設歩路に沿い導設されてポンプ室に入り，，ここで分岐

して各ポンプに連結されるが,その蒸氣辨の配麿は，

ポンプ室入口附近とポンプ機側の二重になされてい

て，翠ンプの操縦を上甲板上，及び機側の何か.でも行
えるようになっている。

B . 貨 油 管

槽内貨油主管は内径300粍で,一般配置園に示う‐よ
うに雨舷側檜内を縦遼し，各槽毎に同經の枝管を出
し，之が相互に連結されて，雨舷交通管を形成する。

雨舷交通管には径250粍のベルマウスを中心槽に

は2個，舷側槽には1個宛を接綴し，その間適営に仕

切群，膨張接手が配置される。ここで注意される事は

一つの槽と，他の糟のペルマウスとの間には，必ず2

個の辨を配置し，即ちDoubleShutとして，異種油

の積付けに細心の注意を桃つた事である。筒貨物油槽
内の貨油管は凡て篝鐵管を使用した。

槽内貨油主管はポンプ室に導入され，貨油ポンプを

經て立上り管となり，上甲板に出て甲板上貨油主管に

連結されるのであるが，この間バイパス管，般底海水

辨等が適営に配置されて，貨物油の積込,積出,Stift-
ing並びIこ海水のBallastingが可能になっており，

特に二つの異種油に對しても辰時荷役が出來ろように
配管されている。

甲板上貨油主管は常設歩路下部を前後に導設され

前橋，中部デリック，後橋附近にて夫々 雨舷に枝菅を

出し，之に蛇管接手附仕切辨を設けて舷側荷後に備
え，叉主管の後端は一應後部船室甲板に昇り，次に再

び船尾鯉甲板に降I),船尾に至って蛇管接手付仕園辨
を設けて船尾荷役に備えてある。

尚甲板上主管の中央部附近には仕切辨が装備され，

ポンプ．室よりの2本の立上り管は，その仕切辨の前俊

で夫舎主管に接綾されている。從って異種油の同時荷

役の際にば，甲板上主管はこの仕切辨を境として〉前

後に厘分使用される事となる。ポンプ室内及び甲板上
の貨油管は鋼板溶接製である。

貨油管關係を詳述すれば限りがないので，以下本船

で特異と思われる黙を，上述の分をも含めて取りまと
めると，
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（’）槽丙主管が舷側檜内を導設されたこと。（國

内船では中心槽内を導設するのが普遥である。之は海

水Ballastmgの際に於ける使用槽が彼我の習慣の相

違により異ることに依るものと思われる｡）

（2）槽丙仕切辨はDoubleShutになる如く配置

されていること。

（3）ポンプ室内の海水辨は上下2個あり，両方同

時に注排水に使用することも，一方より注水し，他方
より排水するように使い分けることも可能なこと。

(4)DirrectFillingの設備あること。之はポン

プ室を通さずに，直接槽内主管に接綴する積込管を上

甲板の前後部2ケ所に設けたものである。。

（5）甲板上貨油主管の後端を船尾模甲板の一段上

の甲板まで上げたこと。之は船尾の繋留作業及び居住
直入ロ通路への障害を考慮したもので，外國船では普
通の事のようである。

（6）異種油の積付けに特別の考慮を排ってあるこ
と。

（7）ポンプ｡の力量大なるものを装備したこと。

C.珪油吸入管

褒油吸入管は径4吋のカス管を使用し,･中心油棺内
を前後に導設し，之より枝管にて各槽に'個宛の’00
粍残油吸入口と，50粍蛇管接手付辨とを配置した。

後者は必要に底じ，ここに蛇管を取付けて所在の萄由
を吸入するためである。

残油吸入管は中央ポンプ室の残油吸入ポンプに接捜
される。 ノ

D.檜内加熱管

加熱管は外裡60厚サ5．5粍の鋼管を使用し，槽容
積1Ms営りの加熱面積を約0.05M雪の割で船底Iこ

導設した。之等の鞍字は國内船でも大燈同様である

が，ちょっと塗っているのは，加熱管を船底に上下2
段に這わせ，下段のものを必要に應じ取外し得るよう
にしたことである。之は船主要求によるもので，粘童

の低い貨物油を積戦する時には，下段を取外すとの事
であったが,そのためフランヂ接手が多くな()，洞洩

を起す倶が多いので,卑場工事としては困難であっ
た。尚下段は船底ロンヂに沿わせ，上段は之と域方向
に數群に分けて琴設し，その群と群との中閼から，下
段の加熱管を引抜けるようにしたのである。

E.槽内清掃設備

貨物油槽の清掃には消火兼用の蒸氣吹込装置を使用
するの外,ButteworthSystemの設備をした。之は
機關室で温海水を作り，之を約14kg|cm2の歴力で
各貨物油槽に導き，その先端に特殊の回韓ノズルを装

備して，之より温海水を四園に噴出せしめて，槽内を

295

隅なく洗i條する装置である。、

ノズルはBu上terworth會赴の特許品で，會7辻より

直接船に貸すことになっており，造船所としては，各

貨鋤油槽に至る配管を施行するのみである。
r・その他

その他貨物油槽關係として本船には，

SprinklerSystem,GasEjector,GasDevourer,

SoundmgPipe,UllageHole,VapourPipe,Pressure

Guage等が設備された。
ノ

Sprinkier管は上甲板上中心線に沿って導設され，

下面に細孔があり，必妻に應じこれより撒水して槽内
温度を下降せしめる。

GasEjectorはポンプ室内に固定のものを装備す

る外，坂外式のものを各貨物油槽の測油管頭に籍入し

て，槽内ガスの排除に使用される。尚本船では測油管

は前記の蒸氣吹込管とも兼用になっていろ。、

GasDevourerはエゼクターの大型のもので，甲板

上貨油主管に接績され，貨物油槽内ガスを短時間に排

除するに使用される。

VaPour管は各貨物油槽鮠口綴材より間て，集って

常設歩路下を導設され，その端は前後橋に沿って上“

り，橋頂近くにFireArrastorを装備して，ここに開

口する。本系統1コ使用のプレカー辨は最新型のものを

使用した。本管系に接演した細管が操舵室に導かれ，

ここに匪力計を装備して，糟内嘩力を計測出來る様に

なっていろ。

その他珍しいものに，匪搾室氣で顕動される移動式

小型ウインチが設備される。これは貨物油槽清掃の際
に，残油汲取用のドラム罐を槽内に出し入れするに使

用さｵLろもので，匪搾室氣管は機關室より出て常設歩
路下を導設され，各所に蛇管接手を謡ﾅ，之より蛇管
にてウインチに接綏される。／

4．居住塵調係諸設備

居住匡潔系の諾設備は乘組員の活動力の根源となる
ものであり，その良否は直接乘組員により宣傳せら
れ，その船の批評の上に重大なる因子となりがちなも
のである。殊に太船は大型撤出船の第一船として、そ
の眞値を魔<世界各嗣から批判される事となるので，
最も目立ち易い居住塵設備は特に留意して計蚕施工
し，世界の一流7k準に近づけるように努力した。幸い
に，本船め居住瞳設計を始める初期に，同一船主の衝
物船で，1948年イタリーで建浩されたばか〈〕のM.S.
Fernfield號が祁戸に入港し，約一週間に亘り津"に

見學出來た事は,外國船の水準を知る上の一端として，
非常に参考になった。

又居住關係にはノールウェイ濁特の法令があり,‘之

”
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1こ依っても一般國内船と大分異る設備をする黙が多か

った｡ノールウェイのこの關係法令としては,Regu:at･

ionsconcerningtheSeaworthinessofShips,と
‐り

RegulationsforCrewAccomodation-があり，居住
室の配置,廣さ，構造，設備，逼風，媛房，便所，浴

室等に捗り詳細に規程さｵfている。以下順次項を追っ

て，本船の實際について述べることとする。

A.居住塵の配置及び構造

居住厘の配置上で第一の特長は個人部屋の多い事で

ある。規程によると1,200噸以上の貨物船では，属員

に對して2人室までが認められ，7,000噸以上の油槽

船では有能な鹿員には1入室を與えるように定めてあ
る。

本船では騒員に對しても殆んど1入室とし,2入室

は僅か數室とした。但し船長着任後に要求が出て次の

ように改造した◎自ﾛち乘組員に他國人を使用する場合

の便利､ため躍員室は凡て特別の二重痘臺とし，上部

のものを取外し可能のものとした。從って通常は1～

2人室であるが,必要に應じ2~4入室ともなる。
戸第二の特長は公室の多い事である。サ戸ンの外に食

堂として，士官,PettyO伍cer,Steward,麗員用の各
食堂があり，叉喫煙室としては，サロン喫煙室以外に，

●

士官，馬員用の各喫煙室がある。

その他事務室として磯關長及び一等運湾士用の各々
があり，後者は圖書室としても使用される。叉Chief

Steward室に隣接してSlupChestがある。之は船
侭賓店として使用される。

第三の特長は居室の一部を仕切って，固有の便所，
浴室を設備したものが多い事である。即ち船長，一等
運縛士，溌賑長，船茜,ChietSteward,客室には各
固有の便所，浴室があIﾌ，前三者は居室を更にDay
Rocm及びBedRoomに仕切っている。

次に構造上の特長としては，居室の外舷に面する内
張りに防熱材を挿入することと，その内張の下端150

粍の間を取外し板にする事である。本船では防熱材と
して重要なる個所には厚さ25粍のコルク板を，その

他一般には厚さ5粍のフェルトを使用した。筒本船で
は第1部の資材の項で述べたように，全面的にベニヤ

板を使用する事とし，防熱材を核板で押えた上に，一

般の個所は8粍ベニヤ板を木螺止めとし,Polish仕上
の便所は20粍ベニヤ板を特蘇で取付けた。

叉室の木製仕切壁は厚さ30粍の練心合板を使用し

た。之等の合板はすべて甲板高さに亘る特別寸法の一

枚ものを使用し，その相互の横縁接子は傭核を入れて
目地を残し，壁全懲の收縮にも異状なきように構造し

･た。

居室の天井も凡て8粍ペニヤ板で内張りを施し，又

居室周りの通路の天井も，腿員室附近を除いては凡て

内張りを行い，通風管，諸管電線等の露出するのを避
けた。

B.室内設備及び装飾

本船の装飾儀式はModernStyleとし，明るい色

調を用いて，簡素の中に新感覺美を求める事とした。
勿論船主側とも最初に話合ったが，向うの希望はMo-

dernだがAmericanizeは困るとの事であり，色彩に

ついては，やかましくLightColourを申渡された。

かくして重要なる諸室は夫餐装飾の専門家に設計を

依頼し,･圖面，着色透覗咽，塗色見本，布地見本を坂
揃えて船主監督に提出し，承認を求めた虚，非常に氣
に入って喜んでくれた。

筒本船では日本で建造した記念になるものとして，
主要なる室には，漆蒔繪，つづれ織等を装飾に調和す
る如く配置し，叉櫻材をマホガニーの代りに使用する
等の試みをした。，

之等諸室の装飾の様相は富眞に示す通りである｡．
木材は前述の通りペニヤ板を主用し,，家具類も表面

に現れる板，例えば窪臺のリーポードに至るまで,､す
べてペニヤ叉は練心合板を使用し，就航後の塗形の防
止に努めた。尚，之の接着剤にも留意し，尿素樹脂系
の接着材敷種の中より，厳格なる試験の上，最良品を
撰定して使用した。

家具類の種類としては,園内船と大同小異であるが，
特別のものとしては，船長室にダブルベッドを，椴關
長室等にDraw-outBedを備え，又各居室にはKo-

moudと穂する小箪笥及びOut-sideLockerと穂す
る作業衣入れを通常のワード戸一プ以外に装備した。
この作業衣入れは各居室の通路側の一部を鹿切り取付
けるもので，遜路壁の一部がその扉をなしており，室
外より使用出來るものである。

／

家具類の程度としては，國内船よりも遥かに高級で
あり，叉物によっては大型となる。例えば灌臺は上級
士官用のものの大さは，1,950×850粍で,FlatSpring
の枠を備えた上にCoilSpringMaftressを置き，闘
員用のものでも大さは1,950×750粍で,FiatSpring
の枠を備えた上にMattressを認､ている。その他使
用金物類も凡てクローム銭叉はホワイトブロンズ鍍を
施す等細心の注意を挑つた。

舷窓もクローム鍍を行い，その大さ士官室用400
粍，陽員室用350粍で，主要なる室は角窓を使用し
たJ

床面は凡てDeckCompositionを敷き，その上に

ラパータイル叉はリノリウムを張り詰め，（サロンは

l’
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チークと樫のモザイック張り)，筒主要なろ室には絨
毯を，遁鐇にはRubberCarpetを敷いた。

布地類も，繊維事情困難の折から，輸出船用として
特に割當を受け，毛絹等を主用し一部スフ混紡とし
たが，何れも良質のものを撰み，柄，配色等も特に留
意した。

C.賄室關係

本船の賄室關係厨房器具は

66SkidgMigo26kw+9kWcoffeeurn3kW
合成調理機1/2HPBakingOvenllkW

2kW馬鈴薯皮剥磯1/2HPHotPiate

3kWスープ釜蒸汽HotPress

湯沸器蒸汽Toaster 5kW

ProcfBox,DoughBox,Ch6ppingBlock,その他ProcfBox,DoughBox，ChoPPingBlock'調
｛理塞シンク，ドレッサー等一式である。
，表に示す如く殆ど電化したのであるが，從來電氣厨
房器具は故障多き黙に鑑み，この黙愼重に業者と打合
せたが，最近業者も進駐軍關係工事で慣れているため
に，相當優秀な製品を入手出來た。筒シンク儘張は不
鏡鋼を使用したため，賄室内を明るくし清潔感を與え
るに役立った。

この外SaloonPantryには直otPlate2kW,Toast-
er3kW,CoffeeUrn2kW,各1を備えている。叉
各Pantryには自動式電氣冷藏庫の設備がある。

D.冷藏庫

本船の糧食用冷藏庫は船尾騏内後部に，叉冷凍磯は
機械室中段に装備した。

冷凍磯はアンモニヤ式71/2HP2臺で，自動式で
ある。本機をアンモニヤ式としたのは船主の希望によ
ったもので，北欧ではフレオン等は餘り使用されない
との事である。

E・配給水瞥，排水管

・本船の配給水は凡て自動給水となっており，清水，

温水，海水の3系統に分れている。自動給水ポンプは

3HPの電動ポﾝﾌ゚で，機械室に清水用苧,海水用
1臺を，叉船橋甑内清水用1墓を備えて各の系統を構
成し，叉温水系統は清水系統より分岐し15kWの力
戸リブアイヤーを經て温水系統を構成する。

温水，清水は各洗面臺，シャワーに，海水は浴槽，

、便所に夫々 導かれ，又賄室，配膳室，洗認識室Iこは3
系統とも使用出來るようにした。
本船の洗濯機室は甲板員用，機關員用を各別個に設

け，各々に1HP洗濯磯,2HP脱水機，洗派槽，ソ

ーダ溶解槽，糊練器等を備え，叉乾燥室を附馬する。

乾燥室は罐室園壁に隣設しかつ通風を良好ならしめ，

-----寺

、

叉特殊なものとしてMarigleと稻する彫延しロール
棲を装備した。

本船では前述の様に便所，浴室の數が多く，叉洗面
臺はPettyOfficer以上の各私室に設備したので，配
給水關係はその範園非常に廣く，かつ内張り内部を導一
設したため相當大工事となった。

清水系統の一部は冷藏庫丙に置かれたコイルを通
り，冷飲料水管となって所要の場所に導かれる。

排水管，汚物管に開しては画内船と少しく異った黙，
がある。即ち外舷開口を少くするため，之等の管は中
央Cofferdum及び機關室の雨舷各1個所に坂謹めら
れている。

即ち全船の汚水はこの四個所から排泄される事にな
1〕，然も機關室のものは水線下に開口しているので外
舷が非常に綺麗である。

F・媛房，逼風装置

本船の暖房は蒸氣式である。暖房放熱器は主にエロ・
フイン型を用い，ケース内に收めて室内装飾の一部と
し，又場合により室の外側の内張り内に收めて目立た
ぬようにした。

居住厘の逼風は機械通風を採用した。逹風機は5
HPのものを船橋に1臺，船尾に2臺装備し，各居室

の通風口はパンカーループルを使用した。（サロン關
係は特別のもの使用す）

この外に唯菫用として3HP暹風機1臺を装備し

た。

各邇風溌の吸入側に乾式フィル曳一及び簡軍な蒸氣
加熱器を置き，冬季に吸入室氣を豫め室温まで加熱す
る装置を設備した6

5．甲板捕機，航海計器

A・場銭磯，繋船機，揚貨磯

本船の揚錨溌等は下記力量のものである。

揚錨磯35T×9M'MIN1g

繋船機7T×23"1"

‘揚 貨 機 3 T × 2 5 " 5 "

何れも汽動横型でPistonValveのものを使用し
た。

デリックプームはMannesmann型で，前橋に5T
－2本，中央ポストに5T-2本，後濡に5T-1本，
船尾ポストに3T－2本を備えている。この内後橋付
のものは、その船首側，船尾側の何れにも装備出来る
ようになっており，必要に應じて，ホース吊にも，機
開室部品積出しにも使用出來ろ。
一般配器圃に示すように，繋船の際のホーサーの索

取りの屈曲部には，甲板付ローラ生を使用した。之は
船長の要求によるもので，普通の切鉄滑車では，之が
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１
１
１ 甲板を叩いて火花を出す倶があるからである。行う外，傳導軸装置を介して羅針船橋でも，船尾櫻甲

B.藤助ポンプ室内ポンプ 板後部でも行える。

補助ポンプ室内には60T燃料油ポンプ,60Tピその外に下記の2-UnitのAutoPilotにても鶴礎
ルヂパラストポンプ各1臺を備え，何れも汽動ウォシされる。

ントン竪型である。E.航海計器
燃料油ポンプはDeepTank燃料油のPumpingに

特殊のものとしてProjectingTyPeの基準羅針儀
使用され，燃料油管は補助ポンプ室より出て上甲板上がある。之は羅針銭の内部に光源を装備しカードの目
を貨油主管に沼いて導設され捜關室燃料油槽に連結さ盛りの像をプリズムを通して，操舵室内にいる操舵手
れる。その途中及び船尾に燃料油積込用蛇管接手が配の頭上に設けられたスクリーン上に投影するもので，
置される。操舵羅針陵を桑用することになる。從って本船には操
ピルヂパラストポンプは前部諸匿劃の海水Ballast･舵室内に固有の操舵羅針儀はない。・

ing及びビルヂ排水に使用されると共に，甲板洗准GyRoCompass,Autbpilot,kadorはSperry會而i二
、管及びSprinkIer管に連結される。製,SalLogはS､A.A.J.會吐製で何れも船主支給品

之等のポンプ及び前項の揚貨機等用の蒸氣は甲板蒸である。

氣管より導かれる｡序に本鶴の蒸氣系統を述べれば，その他は國産で音響測深機,コースレュダーを装備
甲坂補溌用，貨油ポンプ用，加熱管用，消火兼蒸氣吹した。，

込弔，暖房等雑用の各系統に分れ，甲板補機用には筒音響測深磯の邊受波器は前部DeepTank内にし
ShoreConnectionが設備される。之等の蒸氣管及排セスを作り，この船底に取付け,XSalLogの船底
氣管(前二巻ば兼用,消火用はなし）は常設歩路下を導鱒は磯關室二重底内に装備した。．・
設され，船尾換前端のPipePaSsageを經て壌關室に
入る 。筒 蒸排氣管共銅管を使用した。，5’機關關係

C.場 艇機 A.全般

本船の端艇類は下記の通りで一般配置圖に示すよう 船尾機關室に推進機關並びに汽確關係を納め，稜關
に搭載した。 部としてノルスケ，ペリタスMV鈴の規格に合格し

7.31M鋼製救命艇、定員28人2隻 ている。推進機關’臺及び主菱電機2蔓はヂーゼル機
(15HP發動機付）、關で汽罐は後方中段に2基の圓罐を持っている。機關

7．31鋼製救命艇定員36人2〃 室補陵は電動と蒸汽駆動とがあり蒸汽躯動の鑛ンプ及
5．0木製ヂンギー定員14人1〃び蒸汽騒動50kW發電機は左舷側に，電動のものは
3．3木製PaintBoatl" 雨舷に置いてあるが，主機關運韓に直麗のポンプ類は

銅製救命艇は川崎式Roto-GravityDavit(特許申右舷にある。左舷側の中段に配霞盤と電動發電機，そ
藷中）を使用し,15HP電動揚艇磯にて操作される。 の上の第二甲板には主磯關用起動室氣槽，電氣關係倉
本ダピットは通常のGravityDavitのレールを坂庫，蒸汽躍動30kW發電機，清水塵力タンク，海水

除いた型式のもので,富眞に示す如く,常時はその腹に座力タンク，温水睡力タンク及び蒸化器を配置し，右
救命艇を抱えて固定されているが，揚艇機のブレーキ舷側第二甲板には護關科倉庫,工作機械室,冷凍櫻室，
を弛めるとその自重によh.ダピットは回鱒して舷外位汚水漉器並びに罐用重油加熱器を置いてある。
置に振出され揚降艇を容易に行い得るものである。そB・主鐘關

の特長として非淵｡にCompactに装備出來るので,一’本船の鋤關は川崎MANヂーゼル榎關1基でそ
殻貨物船の如く特にレールを設けてその下部を遊歩甲、の要目は下記の通りである。
板等に利用する必要のないものに對しては，重力型と型．式複働2サイクル式無氣噴油
して最も適営な型式と考えられる。本船に始めて装備シリンダ直座720MM
したのであるが，試験の成績は極めて良好であった。程1,200MM行

D.操舵機シリシダ数7
操舵機はHeleShaw型電動油屋式で四篭のものを 出、力7,000BHP

使用しダポンプは20HP2肇を備え，丙1臺は豫備 毎分回韓數115

となっている。以下本機關についての概要を述べる。
この操縦は川崎式テレモーターにより船橋操舵室で墜板は錆鐵製で2個に分割し，その前方に掃除筌氣
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ポンプ用臺板を取付け，頑丈なフレーム式構造で護關の鍛鋼でヂヤーナルピンを焼嵌し後部4個と前部3個
の基盤を形成し，底部に銅板製油漏を備え之より船底のシリンダ用並びに掃除室氣ポンプ用クランク軸は夫
α油溜タンクに潤滑油が落ちる。主軸受裏金は鍛銅製釜の軸をリーマーポルトで連結する。主軸受よりクラ
で白色合金を鋳込み鋳鋼製冠2個で抑えている。上部ンク軸に入った潤滑油はクランクピン部より接合棒に
の裏金には油溝を中央に設け之より潤滑油をクランク至り，更にクロスヘッドより滑金の摺動面まで潤滑
軸の油孔に供給する。下部の裏金には油溝はない。する。0
架構支柱は箱型断面の鋳鐵製で塞板上に直立して主燃料ポンプは磯關の操縦側中段に2群に分けて集め
軸受に跨り，上面はシリンダ外衣を支えている。各シられ，各ポンプ・は吸入辨，溢出郷各’個吐出辨2個を
リンダ外衣は互いにボルトで締め付けられ狼固な上部有し，ポンプ・吐出量の調整は偏心軸によって揚程の維
猿梁を形作る。之等の臺板,架構支柱，シリンダ外衣りにおける溢出癖の開く時期を加減することにより行
の三者は彊力なタイロッドで堅く締め付けられ磯關のわれ,叉この偏心軸と歯車で逵動する別の偏心軸によ
主禮部を構成し，引張應力はヌイロッドにより吸收さり揚程の初鯉における溢出擁の閉鎖期を加減すること
れる。シリンダ外衣には特殊簿鐵製のシリン〆入子をにより低回轌時の噴射始めを遅らせ，各回鱒での燃焼
上部と下部から挿入し，上部の入子には掃氣並びに排匪力をやや一定にしている。燃料ポンプIこ隣接して起
氣用のポート．（上部及び下部シリンダ用）を有してい動室氣管制滑誕があり起動室氣が逢られてくると滑辮
ろ。上下部の入子の衝き合せ目ば波形で這當に蔭隙についているコロが起動カムに接鯛し，下部シリンダ
を有しピストンリングが圓滑に通り得るようにしてあ蓋の趣助辨が働くようになっている。

操縦ハンドルを迺韓の位置に廻すと藻め閉かれた主
ろ。掃氣方式はMAN.特有のいわゆるループ型掃氣
で掃氣口と排氣口とが同じ側に圓周の半周以上に亘り1起動鍵からの起動用室氣は操縦用室氣蕊筐を蓮じて逆
配列さｵしている。シリンダ蓋は上部下部シリンダ用共韓室氣コックに導かれ,次でこのコックに直結してい
2割分より成る。燃焼室側の部分は鐺銅製で温度上昇｛ろ逆韓ハンドルを前進叉は後進の位置に操作すると空
による熱應力に耐え，外側の部分は鋳鐵製抑蓋であつ氣は逆轌室氣を遥じて前進用又は後進用の逆鱒用油槽
て燃焼塗ガによる機械的應力を受ける。下部蓋腱は燃に入って逆鱒用油筒の前進側叉は後進側に匪力油を邊
料難2個，騒動露，安全辨各’個を，上部蓋には燃料り迩轌用レールを移動させカム軸を前進叉は後進の位置に移動させる。この操作中は安全装置により起動室
辮，安全辮各’個を有する。､

ピストンの上部及び下部は鋳鋼製で,之等の中間に氣がｼﾘﾝダの方に行かないようになっている｡撮縦ハンドルを更に起動の位置に置くと操縦用室氣撰筐、

鑑鐵製案内鐙と鐵鐵製覆とがある。ピストン棒は外經 作用により起動室氣用自動識が働き，起動室氣は起動
265MMの硬質炭素鋼製の中空で内管を裏張りして，
更にその内側に内管を挿入して冷却水はピストンを冷室氣管制滑辨部と前記シリンダ蓋付起動癖に供給され
却後この内管の内側を通って出る。ピストンが下部死機關は起動する。操縦ハンドルを起動位置の範園内で
黙の附近にある時;こ高温の燃焼カスよりピストン棒を更に進めて行くと燃料ポンプは或る程度燃料を暹り出

鴬雰緊駕驫駕窯鰯懸‘達蕊鱸蕊懸聴霞鯉筌
ピストン下部のピ.ストン棒貫通部随環状凹部に入り込操縦用室氣辮筐の作用により起動室氣自働灘は閉じ’
む格好になり，ピストン棒詮遮蔽する｡ピストン棒の鋤室氣の供給は遮断され爾後は操縦ﾊﾝドﾙを進め
下部シリンダ蓋貫通部の湿座は鐇鐵製焔止毅と氣密環ると燃料指針に從って燃料邊出魁が増加し霞關は増加
の組合により完全に氣密に保つ。同部には4個の注油して行く。操縦ハンドルを停止の位歴に戻すと燃料韻ンう・は邊油皆無となり機關は停止する。カム軸駆動用
孔があつで，シリンダ入子の上下部こ夫々 6個宛ある
注油孔と共に各シリンダ毎に，個の渥匪注油器により．歯車装置の途中より遠心調速器を躯動しサーポモーヌーによって燃料諦整軸に作用し回輔鞍が毎分130以内

注油される6 に止めている。

クロスヘツドは鍛銅製でピ･ストン冷却水出入口用テ 掃除室氣ポンプは機關の前端に直結された串型複鋤

レスコピツク管取付ブラケットと滑金（何れも鐡鋼）、式往復ポンプでシリンダ直径は1,560MM,行程ば
とを取付け，滑金は架総支柱の操縦側に取付けられた1,200MM,ピストン棒直經は130MMである。室氣

滑座により案内される｡接合棒は鍛鋼製本瞳と鋳鋼製擁はヘルピガー型のものを使用し吸入側,吐出側共直
のク戸スヘツド軸受とクランクピン軸受とから成り立樫406MMの不艤鋼板灘8個宛使用し合計64個備え

'つ。クランク軸は半組立式でクランクピンと腕は一髄ている。ピストンは殿鋼製の傘形のもの2個が串型に
299
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1本のピストン棒に附いていて，上部，中央部，下部

シリンダ蓋のピストン棒貫通部並びに下端の滑金で案

内されている。掃除筌氣ポンプの吸入側には吸入消香

器を備えている。ポンプの吐出側より掃除室氣は楕圓

形の断面の鋼板製主管を通り鋳鐵製の枝管を經て各シ
リンダの掃除室氣口に邊られる。シリンダ外衣の掃除
室氣口の上と下にある排氣口には各排氣枝管付の鋳鐵
製排氣主管が取付けられ，隣接シリンダの排氣管との
間には伸縮接手を介して連結されていて，掃除室氣主
管の上側と下側に夫々 上部シリンダ用並びに下部シリ
ンダ用排氣主管を形成し，防熱を施した上を薄銅板で
覆っている。排氣ガスは機關を出た後合流し排氣ガス
利用のラモント罐に導かれる。
C. 主軸系

主機關のクランク軸直後には勢車軸を介して勢車を
連結し，その後部には推力軸及び中間軸1本で推進軸
に連なっている。推力軸はミッチェル型推力受を有
し，推進軸は一鎧の被金を焼賎しマンガン青銅製一
鎧の推進器（直径5,640MM,0.7Rにおけるピッチ
3,740MM,4枚翼)を取付け，豫備用として鋳鐵製プ
ロペラ’個及び推進軸1'本を備えている。
Dゲヂーゼル發電機

機關室揃方の雨側に1臺宛の330kWヂーゼル發電
磯を置いてある。電璽職は川崎MANG8V28･5/42
型軍働4サイクル無氣噴油トラ￥クピストン型ヂーゼ
ル溌關で，シリンダ直径､285MM,行程420MM,8

シリングで毎分回興趣400で500BHPを發生する。
I

潤滑油ポンプ直結で冷却水は機關及び油冷却器共別の
清水系統より供給を受けて冷却される。霊電機との共

逼臺板は篝鐵で一部は機關の潤滑油溜となっていろ。

臺板,架隣は夫々一燈の篝鐵で各シリンダに入子を挿

入し，冷却水室は共通である。シリンダ蓋は給入鍵排

出鍵各1個宛を有しカム軸より衝捧とレバーとにより

操作され，辨には辨筐を有しない。燃料ポンプは各シ

リンダ毎に1個宛濁立に配置され，燃料辮は燃料油で

冷却している。ビ・ストンは特殊篝鐵製で無冷却であ
り

る。，

E.蒸汽發電機

50kW發電稜(225V)用は500R/Mで機關室左

舷床板上に配置しシリンダ直煙高座265MM,低匪

395MM,行程150MMである。30kW(115V)用は

550R/Mで左舷側第二甲板上に配置しシリンダ直径高

"185MM,低匪305MM,行程130MMである。

F・汽纏及び關聯装蓋‘

汽罐は傳熱面積240Mgのスコッチ罐2基，重油專

焼で塵力12.5AT,蒸發量約7.5T/Hで火迩3本を有

する。他に主機關の排氣ガスを利用する爲にラモント

式汽罐1基を有し主機關の定格出力時に蒸汽墜力8．5
ATにて毎時1Tの蒸汽を發生する。この罐は蒸汽發

生コイルの中の確水を狼制循環ポンプ(15M3/H)に

より循環させ，前記スコッチ罐の何れか’繩にて蒸汽

を分離するドラムに使用する。碇泊中荷油ポンプその

他の蒸汽補機等を使用する際はスコッチ雛を’基或は

2基使用する。噴燃ポンプは2．5M3ﾉH,給水筆ソプ

は18Ms/Hのウエヤース式ポンプ各2筆を有し(半数

豫備)，罐用邊風機は蒸汽躯動450Ms/MIN1聖であ
る。給水加熱器は10M21個，重油加熱器は2.2Mg

2個である。給水系統には毎時1.5T'の容量のゼオラ

'
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イト式軟水装置を置き，叉遙水装置としては20T/D

を有し，之等より4.5M3の軟ボタンクに貯えられた

水が補給水に用いられる。各蒸汽補擬の排汽は補助復

氷器(150M2)にて復水した後復水ポンプ(15M3/H

ウェャース式）にてホットウェルに歸り，諸タンク加

熱に使用した蒸汽はオプザーベーションタンク（1.5

M3,0.5M3各1個）に罵る。

G.瞳縮空氣系 統

主機關起動用室氣槽は15M3が2個，ヂーゼル發

電磯用は400Lが1個匪力はすべて30ATである。

淫縮機は300M3/H(自由室氣),600R/M,100HP"

動が2臺と非常用として25M3/Hのものが50kWx

汽發電機よりクラッチにて認動するものとがある。匪

縮室氣は8.5ATに減塵して室氣サイレン用に，又7

ATに減産して機關室並びに甲板部雑用室氣として並

びに重油移動ポンプ，汽罐用重油噴燃ポンプ，給水ポ

ンプ等の非常時翠動用として接額してあり，更に3．5

ATに減歴して機關室及び汽罐前部の雑用室氣として

使用する外諸海水吸入鍵の漉板部掃除用にも使用し又

主溌關ピストン冷却及び燃料辮冷却清水系に接領され

ている。

H.潤滑油系統

主機關用灌滑油ボンプは60M3/Hの川崎IMO式

V160型2臺(]台豫備）を使用し、ヂーゼル發電機

の方は直結潤滑油ポンプを持っていて各機濁立してい

る6主機關α鑿板下部の油受の船首船尾両端より二重

底の潤滑油タンクに落ちた潤滑油は切換漉器を經て潤

滑油ポンプにより吸揚げられ吐出側の切換漉器と2個

の竪型油冷却器（各30M2)を通過し主機關と推力軸

受を潤滑する。本船では船主の要求により.主棲關の燃
料ポンプ並びにその躍動關係（カム，カム軸部共）の

潤滑系統を主機關の主潤滑油系より濁立せしめ，主機

關の前部に別個の電動IMO式ポンプ(2HP)にて潤

滑し主溌關の潤滑油系統に絶對Iこ燃料油の混入しない
ようにしてある。

I.清水及び海水系統

主機關のビ･ストン並びにジャケット及びヂーゼル霊

電機のジャケット並びに油冷却器と筌氣墜縮機のジャ

ケットは清水で冷却される。主機械の油冷却器と清水

冷却器は海水で冷却される。湾水冷却器は竪型で冷却

面積220M2を2個並列に使用する。主冷却水ポンプ

は430M3/Hの竪型電動遠心ポンプ3墓（内1墓海水

却用清水にば防蝕割を溶解し,9M3のコンペイセー

ションタンクよI2清水冷却水零ンプにて吸われ，冷却

器を經て主機關のジャケット冷却水入ﾛ主管並びにピ
ストン冷却水入口主管に夫々入る。叉途中よりヂーゼ

ル發電機及び室氣歴縮溌に行き,之等はすべて又元の

コンペイセーションダンクに戻る。之等と別系統で主

椴關燃料辨冷却用清水は4M3/Hの電動遠心ポンプ2

臺（1聖豫備）を備えている。

主冷却用海水は左右雨舷の低位吸口及び右舷にある

高位吸口よI)吸入され，海水ポンプ・より清水冷却器，

油冷却器を冷却し，更に岐れて中間軸受冷却及び機關

室内雑用のホース接手及び甲板洗猴並びに消火水主管

にも連結してある。機關室内の衞生ポンプ(5M3/H)

1臺から2M3の塵カダンク及び前部船橋上の重力卓

ンクヘ海水を逹り衞生用に使用し，別に5M3,Hの清

水ポンプより2M3の清水睦力タンク及び温水匪力タ

ンクに清水を供給する。荷油タンク内清淨用のバッタ

ウォース系統用として90M3'H×140Mのポンプ･1臺

と海水加熱器2個を淡關室侭に配置してある。機關室

のピルヂは電動の150M3/H叉は汽動の75M3/HYg

防ピルヂポンプ或は150M3/Hのパラストポンプによ

り船外に吐出するか，場合により30M3/Hのピﾙデ
セパレーター並びにビﾙヂ漉器を經て船外に吐出する
ようになっている。

J.鱈料油系統

ヂーゼル油は下部タンクよI)移動ポンプ(蒸汽動20

M3IH)により機關室の前部両側にあるセツトリンク・

タンクに揚げられ，之より清淨用加熱タンク及び清淨
機を經て清淨機直結ポンプにより燃料油重力タンク
(20M3×2個，加熱コイル付）に至る。重力タンクよ
【)出た燃料油は切換漉器を經て加熱器（必要に應じて

蒸汽によ'7加熱）を通り，主機關付のフロート付小油
楕に至り，第二燃料油切換漉器から燃料噴射ポンプに

供給される。

罐用重油は下部タンクより移動ポンプにより機關室

後部雨側にあるセットリングタンクに取入れられ，重

油噴燃ポンプにより重油加熱器(6M2)を經てスコッ

チ罐のバーナーに供給される。

K・錐，

主溌關解放用に容量5Tの電動走行クレーンを備

えている。工作機械には旋盤(3HP),ポ屋ル盤(3

HP),平削盤(3HP),雨頭研磨盤(2HP)各1臺の

／

｜
’

’

’

？

’1

I，

4

ロ

用，1墓清水用，’聖は両用豫備）を備え，航海中は

この2臺で主機關，ヂーゼル發軽機並びに要すれば空

氣塵縮機を冷却し，碇泊中は義一ゼル發電機冷却用と

して30M3/H竪型遠心ポンプで清水を循韻する。冷

他に5kW電氣熔接磯1墓，作業ペンチ，燃料鱒噴

射テストポンプ’セットを備えている。

機關室の換氣用として5HP電動通風機3臺窪左舷

側に置き，内1臺は確前，2臺は機關室のベンチレー

I
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一

ター内に装備してある。他に筒3本の換氣用ベンチレ （4）蓄電池

一タートランクを以て棲關室の換氣を行っている。自動交換電話呼穗表示器，その他特殊用途用とし

て24V"AH鉛蓄電池2組を装備し，充放電配電盤‘
7．雷氣設備

にて2組を交互に充放電するようになっている。電池

、本船の電氣設備は凡てN.V.の規定により引火黙は電池函に格納し，羅針船橋に置かれている。
･65｡C以下の貨物油を積載する船として合格するよう （5）船外給電装置

‘こ 設計施工されて い る 。 船 外 給 受 電 装 置 としそ220V50kW,及び110V

配電方式は直流二線式を採用し，動力’電熱關係は30kWの接績函を装備した。
220V,電燈は110Vである。 （ 6）電熱装置

電澄は公室及び居室にゴム絶縁被鉛線を使用せる外 本船の烹炊装置は殆んど電氣式であり,Cooking

#は，凡てゴﾑ絶縁被鉛鐵線鎧装電腫を使用し，そめ配Range26kM/及9kW各1臺,BakingOvenllkW:
線は特殊の場合を除き吊金物にて支持しかつ重ね配線1臺を始め,HotPlate,HotPress,Toaster,等合計
を極力避けて’腐蝕を防ぎ叉黙橡に便なるよう考慮さ約60kWの電熱装置を設備した。
オLている。 、その他特殊なものとして配給水の温水系統に15klV

常設歩路下の電綴は亜鉛鍍を施した銅板製の導管内及び10kWのCalori6gTが設備されている｡
‘に收め，その両端部に膨脹接領函を，叉中央部に黙橡 （7）電燈装置

函を設けて，船禮の澆みに耐えかつ熱核に便なるよう
本船の照明電匿は凡て110Vでその設備は電燈數

・lこしてある。
約700個，電力約30kWに逹する。公室及び上級

次に設備の概要を記述する。
士官室は特殊装飾型天井燈及び壁遥を設け，その他の

（1）電源設備
居室も凡てグローブ型天井燈を使用し，又各居室には

330kW225VDieselGenerator2臺
卓上匿,涯臺燈，及び藻備接續座を謡ﾅてある。之等

50kW225VSteamGenerator･1臺
匿具の硝子の良否は照明効果に影響する魔が大きいの

30kW115VSteainGeneratorl臺
で，特に良質のものを撰み，艶消しにむらのないよう

30kW220/115VMotorGeneratorl¥
、に，叉外形を室内装飾に這合するように留意した。

0.5kW220/55V50"
特殊なものとして本船には，スエズ運河規程による

MotorGeneratorl臺
SuezSerchlight,SuezOverheadLight,SuezSignal

（2）配露盤
Lightの設備がある。前者は船首櫻丙Iこ格納され，ス

明朗色エナメル塗装を施した鋼板製で，發電溌盤，
動力及び電燈讃電盤よりなり，韻電回路は凡て裏面にエズ運河航行時には船首襖甲板上に引上げて，その前．
取付けられた遮断器にて保護され，主要なる回路には端に設置するようになっており，後二者は羅針船橋後
夫々埋込型電流計が設けてある。その他に交流電動壷端のポストに常時設置されている。

（8）無線装置
電磯配遜盤，電池充放電配電盤及び試験馬配電盤が設

・無線設備としては船主支給のスエーデンのStand_
備されている。．

ardTelefonOgKabelFabrik製の下記のものを装備
（3）電動磯及び起動装置

本船装備の電動機は一部特殊なものを除き直流220した。
主邊信機1臺

V複捲電動磯で合計約70臺に及び，川崎K型直流 ●

補 助邊信磯1塞電動機を使用した｡又超勤装置としては川崎DSA型
長中波受信襖・1塞

慎動起動器を使用し，特殊,｣､型を除き凡て電流計を附
短波受信機1蕊

,し，かつ手動操作をも兼ね得る構造となっている。
方向探知装置1蕊

電動磯 の主なものを筆げると‐
自動警急信號受信装置．1臺

主機冷却水ポンプ・用電動機90HP･3"

室氣歴縮機用電動機100HP2g(9)通信装置その他

.Butterworthポンプ用電動撰gOHP1垂通信装置としての自動交換電話(10回線),無電池
ピルヂ及び淌火ポンプ・用〃50HP1蕊式電話呼鐘表示装置,非常警報装置用電鐘装置，諸管

潤滑油ポンプ用〃35HP2選睡力警報装置，冷蔵庫危急警報装置，電氣式Engine

電動油匪式操舵磯用〃20HP2¥Telegraph,DockingTelegraph,舵角指示器，回較連

揚艇磯用〃15HP4選度計,船内通信用Inter-Communicator等を完備し，
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、

その他無線室内にRecordPlayer及びMicrophone搭載重量は1,340",溶接延尺は殆んど3萬米に達し

附き全波ラヂオ装置を備えてそのスピーカーを船長た。

室，諸公室等に配置し，本装置によっても船内指令が 叉棲械室の工事も二重底の材料入手暹延のため困難

出來るようになっている。を極めた。 そ の た め 二 重 底 ｛ 機 械 臺 を 兼 用 す ） の 主 要

その他電氣關係として特に注意を操ったものに絶縁・ガーダーを7月中旬に搭載し絵ると，機被臺の本取付

材料がある。從來2雲母製品については格別の問題はを行わずにマーヂンプレートを張り，第二甲板を搭載

起らなかったが，絶縁塗料並にフェノールレヂン板にする等の苦心を重ねた。

關しては往々艤装後に絶縁の劣化するものがあった。 かくして8月1日最後の縦横隔壁を建絡り，豫走よ

その爲，本船用のものについては納入者を指定して再Iフ1日早く，8月19日には上甲板以下の全肋骨を建
三折衝を重ね，吸潔試験を特に嚴重に勵行して，軍に揃え，船主監督の砿認を得ることが出來た。

N.V.規程に合格するというだけでは滿足せず,度々試 肋骨を建終るや極力外板の取付絞鋲工事を進め，そ

作品を提出せしめて充分に吟乗したのである。筒プェの間縦隔壁のパットの現場竪向溶接を完了し，上甲板

ノールレヂン板は吸潔の問題の外に色を一走にするたを9月23日に置き始めるまでに，ピルヂ外板及び空

め,豫め必要量を業者に指示して，同一の原料を使い，氣抜のために残したM通り(舷側厚板より2段下）
配合にも注意させて外観上不態裁のないようにした。の外板を除き,殆んど外板奎部の鍍鋲を完了した。

上甲板搭載の9月下旬より10月中旬までの間は，
8．建造經過

上甲板の決定，本締めに全工場の能力を動員し，特に

本船は営杜第四船臺にて昭和24年4月8日起工さ穴明け工事のためにポンス工場のラヂアルポール盤2
れた。引渡に至るまでの建造經過は次の通りである。臺を甲板上に据付けて應援せしめた。

起工24年4月8日ついで水産試験の段階に入り，10月23日より11
肋骨建維8月19日 月下旬までに上甲板下52個所の主要タンクの水溌工
水産試陰10月15日～12月8日事を完了したのであるが,N.V.検査員の厳重なる要
船尾造機渡11月29日 求により，上甲板下諸構造は特に絞鋲前検査を受け，
進水12月19日 然る後銭鋲を行い，更に水匪前検査にはタンク丙の銭
主機積込25年3月25日 鋲完成検査を行い，肌付きの悪きものの絶縁を期し
入渠5月8日～5月12日た。〃
公試運韓5月23,25,27,30日

殊に縦機隔壁と外板及び甲板との坂合にはパッキン
引渡6月17日

グの使用を禁止されたため，水密工事は極めて愼重に
A.船殴エ事

施行したのである。

第I部資材關係の項で述べた事情により，鋼材の入水張り工事の一例を述べると，朝10時半頃より始
手が約2ケ月許り遅延したため，起工後底部外板を一

めて午後3時頃に水座前検査を経る。早速検査後の手

・部並べたままで手待ちとなり，我々の最初の目標であ直工事を行って夕方より，750砿から1,500唾の水を
る8月20日の肋骨建維は一時絶望されるに至った。浦水して，翌朝，0時頃には一滴の水洩もない完全な
即ち縦俄隔壁の地上組立を5月初旬より7月初旬，タンクに仕上るのである。之を連日綾行して短期間に

現場取付を7月末という豫定が,鋼材入手遅延のため，水匪試験を完了したのであるが,之は直接水溌り工事
地ゞ上組立を6月20日より7月末,現場取付を7月末關係者の努力もさることながら,同時に立派な船燈力；
に睡縮せざるを得なくなI),進水を豫定通り遂行する作られていたという事もこの成果を畢げる原因となっ
ためには，中央部28匿劃の主要縦俄隔壁67枚を瞳たのである。
か40日にて組立，かつ現場取付を行うことになり， 上甲板下諸湊造は上記の如く我々の傳統である竪牢

地上組立に關しても隔壁1枚を8日間という不可能に性を第一目標にして工事を進捗したのであるが，上部
近ぃ工程を狸行したのである。 構造については本船は色々 と検討を加え，構成美を主

幸いにしてガントリークレーンの運搬設備に悪ま’眼とし，大型輸出船として恥しくない立派な船椣を計
れ，關係各職の窪夜を分たぬ奮闘により本豫定を完逹劃施工した。即ち之等の眼に煽れ易い部分では，甲板
出來たのである。特に溶接工場の如きは蓮綾徹夜作業下ビーム,ガーダーの深さを同一にし,鋼壁は凡て上下

を蜜施し,喪問は假付,夜間は本付を完了し,翌日の坂合とも直溶接としてフラツトパーを腰し，ビームの
行程を遅延せしめぬように努力した。從って7月中の鋼壁貫通個所は特殊な構造としてカラーピースを止
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め，叉浴室，便所等の鋼壁は從來のスチフナーの代り

に鋼壁をプレッスして年圓型突出部を作る等して外観
を良好にし，叉エ作に當つては鍍鋲は平坦仕上げ，断

綾溶接は凡て輕連綴に代え，叉外壁廊室，便所，浴
室等の鋼板の衝合澪接はグラインダー仕上を行った。
B・鰹装ェ事

織装關係を4段階に分かち，（')進水前艤装工事，
(2)諸管及び通風管並びに電線布設工事，（3）居住塵
木工,々 事，（4）塗装工事として‘，夫々 に明確なる完成
期日を指示して作業時期をシフトせしめ，各工事の能
率を上げると共に,完成後の美顛をよくするように心
掛けた。

進水前工事として，繋留關係及び貨物油槽内の諸艤
装工事を豫定通り完成し，25年1月下旬より2月末
にかけて，貨物油槽關係諸管の水歴試験を施行した。

居住歴の天井は全部内張を施し，その内部に諸管，
遥風管,電線等を導設するため，之等の工事を早期に
行い，かつ一應の試験を濟まして置かねばならない。
それでこの關係工事の完成目標を3月’0日に置いて
努力したのであるが，諸管關係金物の入手が少し遅れ
たため，資際には3月20日より一齊に各居住匿の天
井内張りに着手することが出來た。

之と前後して，居住庭内のデッキコソポヂシヨソ敷
設，並びに仕切壁等の工事を進めた。天井丙張が完成
するにつれ4月20日頃よりラッカー吹付作業を行い，
引綾き諸設備品を取付け，4月末には造船關係艤装工
事の大略を柊ることが出來た。

本船は楡出船なるがため,特殊な要求があって,内
業工事及び外註品の入手に非常に苦心を重ねたことは
云うまでもない。例えば折角出來た家具類が，或は小
･さいとか，或は抽斗の錘が少いとかの理由で製造し直
したことも再三であった。然し最後には我々 の誠意も
認められて，船長及び船主監督より非常に感謝され，
歓洲各造船所の水準以上の出來榮えであると賞讃され
た時には，長い間の苦心も，今は却って壊しい想出と
なるのである。

9．様査關係

A.船殴關係捻査及び諸試蕊

船殻關係として最も重要であり，かつ最も手敷を要

するのは，各貨物油槽の水匪試験である。本船では之
を次の要領で庁つた。

（1）水座前検査

糟内の各工事に對し，不備なる個所の有無及び

残工事の有無を確めるため，豫め橡査掛,工事捲任，

その他關係者にて總検査を行い，凡て完全なる状態

．iこしてから後,N.V.検査員の立霞橡査を受けた｡
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（ 2）注水

船臺上で本船の凡てのタンクの氷屋試験を短期間

に完成するためには,注永時間の短縮が先ず肝要で
ある｡そのためポンプは200T/H2基,60T/H1基

を常時使用し，その外に30T/H1基を豫備として

準備した。その結果，容量の一番大きい中央貨物油

槽でも約r時濁にて注水を完了することが出來た。

（3）水匪試験

本船は建造の最初より，肌，穴，皿，のいわゆる

鮫鋲三原則を徹底的に行ったため，注水後に鋲孔及

び填隙個所よりの水洩は非常に少く，若干手直しを

して直ちに水歴試験を受ける事が出來た。水産試験

の永頭は,N.V・の規程に從い，貨物油槽々口蓋上．

s沢にて行った。尚注水順序は非コーキング側より

行い，即ち舷側槽より中心槽に，中央より前後に順

次施行した。′

（4）排水

排水時間の短縮も亦緊要のことであるので，その

對策として船底栓以外に鋲孔を利用し，中心槽では

16本，舷側槽では12本の鋲孔を残して，之より

も排水させた。鋲打を残した個所は，船底戸ソヂと

外板との坂合個所で，1本置きに残したのである。

その結果各槽共7時間以内で排水する事が出來た。

かくて全船にて主要52個所の水匪試験を40日餘

の短期間に絵了したのである。筒水産試験による船匿

の歪を最小限に止むるために，船底補狸に關しては細

心の注意を桃つた｡このために使用した増盤木，増支

柱は相當數量に上り，その結果全部でキール盤木188,

腹盤木14，船底支柱548本の多きに達した。

叉木船では水匪試鹸時の隔壁の湊の測定を行った。

その方法は各隔壁の左右，上下の各中心線に沼いてピ

アノ線を張り，注水の前後に，ピアノ線より隔壁まで

の距離の差を數ケ所に渉り測定して，湊を見出したの

であるが，その結果は最大8粍程度で排水後は蕾に復

した。

進水後の船殻關係試騒としては，便所，浴室等の潅

水試鹸，涯路，暴露甲板等のホーステストがあるが，

前者は250粍の漆水，後者は2kg/cm2の匪力で夫々

試験を行った。

その他本船で特記したい事は，狼力材への穴明け検

査が非常に嚴格であったことである。諸孔は凡てN.V.

検査員の立會を求め，その承認を得た上でないと穿孔

を許されなかったのである。

B.躯装關係誌試麓

艤装關係の諾試鹸としては，議管の水匪試験，舷窓

及び水防扉のホーステスト，遜風試験，荷役試験，湯

1

b

、

､
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艇試験，及び各甲板補磯，ポンプ,賄棲械類の性能試
醗等があるが，之等は大震國内船と同要領で行った。
貨油管はポンプ室を境として前後部2系統に分け，

叉加熱管は各槽毎の系統で夫々 10kg/cmgの水屋試

驍を行った。その他諸管も夫々 規走匪力で水屋試鹸を
施行した。

居住厘内の諸管及び通風管は，前述の通り天井丙張

施行前に試験を経える必要があるので，特に期間的に

苦心を梯つた。諸管關係は丙張施工前に水屋試験を行

い，洩水個所を完全に手直しをなし，叉通風關係は，

パンカーループル等の丙張に附着する金物を坂残して
管系のみの通風試鹸を行い，大燈の性能を測定して風

量過不足個所の手直し，及び完成後の性能を豫想して

全系統の調整を行った。然る後内張工事を施工し，内

張完成後に坂残した金物類を全部取付けて再び諸管，
通風の完成試験を行ったのである。

荷役試験はBritishFactoryActによることを要求

され,DockRegulationに基づいて試験を施行した。
C.造磯關係桧査及び諸試霊

造機關係の成品検査は特に巌重に施行したo･鍛鋼品
ではクランク，接合棒，ピストン棒等大型の､ものが多

いので，之等の外註先の戦後における設備の不備及び
熟練工の不足のため，その出來榮を心配したのである
が，成績は良好であった。鋳鋼品はピストン，シリン
ダーカバー等これ亦大型でかつ高級鋳物であり，職後
の技術の低下のためか相當不合格品を出し，製造し直
しのために工程上にも影響が大きかった。鍔鐵品は戦
前と同様な良品を得ることが出來た。
試験關係でば國内船と特に塗った黙もないが，只主

機の陸上遷轌は全力12時間連績運陣を要求された。
その際の燃料油は出來ろだけ悪いものを使用せよとの
要求でタラカン重油を使用し，叉潤滑油は船主指定に
よりTalpa40及び30を使用した。
D.証書類

諸證書類については，どういう手按で誰が作成し,’
誰が署名するかが，本船起工時より問題になってい
た。占領下で日本政府のAuthorityが國際酌に認め
られなし､現在では，この問題は極めて解決が困難であ
ったが，關係官鹿の御霊力で，本船に限り結局次の如
<に決定した。

名 穂・護書作成者
LBuilder'sCertificate 川崎（所長サイン）

2.MeasurementCertificate日本政府（海運局）
3.ClassificasionCerti6cate N.V.

4.FreeboardCertificateN.V.

5.NorwegianTradeCertificateN.V.

6．RadioSaftyCertincate日本政府（電波局）

7．NavigationLight
灌溌術研究所)，Certincate

8.CompassCertificate日本政府（保安鹿);
9.CompassAdjustment

Certificate 同上

10.CargogearCertificateN.V.

11.SuezCanalCertificate日本政府（葎重局)'
12.PanamaCanalCertificate同上

13.LifgBOat&LifeBuoy日本政府
Certificate..(運辮麦術研究所〉

Brandt氏
14.NationlityCertificate

（排繋窒員)、
15.DeratzationCertificate日本政府

（紳戸検疫所)％

16.AnchorChainCertificate N・皿

17．M21rer･sCerti6catefor

.Compass,Navigationlnst.

．各『製造所・

この中で一番問題になったのは(2)の積量測度の證

書である。始めノークレウェー外交部のBrandt氏は非

常に遥硬で，『ノールウェーと日本とは公式には未だ

験零状態であるから日本政府の作成した證書は認めら

れない。先決問題は日本の證書を國際的に有効と認め，

て貰うようにSCAPに交渉する事である。若し出來

なければ香港から測度官に來て貰え｡』と云う話であ
ったが,交渉の結果最後には，『引渡し及び登録用と
して日本政府の作製した證書を認める。但し之は假の
ものであって，本國に歸ってから正式にノールウェー

政府官吏により再計測がされる。その際の敷値に識蓮

あると，船主，造船所とも迷惑するから，積量測度に

永年經験ある測度官を，豫めノールウエー外交部の承
認を得た上で，日本政府が任命せよ｡』と云う事にな
った。

筒本船契約の際の仕檬書に純積遼算定の際の機關室
積歎の控除を總積量の32％にするという保障條項が

あるので，『この件についても，本國に歸って正式の
數値が決まるまでは，保證に對する權利を留保する｡』
と云うのであった。叉本船の積量はノールウェー，ス

ェーデソ，スエズ，パナマの四種を要求されたが，後

二者は現在R本政府のものが正式に認められているの
で，問題はなかった。

その他の證書類は，積量に比べると重要度が低いた

めか，日本政府作成のものが異議なく引渡用として受
窪された。

この中珍しいのは航海計器の證書である。表中(17)：

の如く各製作所で試験成績を作ってサイPンしたもの
を,NK.が證明のｻｲﾝをなし，更に(8)の如く保

安露がサインして證書となるのである。又(8)の磁差

修正の證書も國内船では普通見られない證書である。

’
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1 0．結言

本給の特徴及び國内船と異る諸種の黙については,
既に前記の各章に述べてきたので，ここでは本船の建

造によって得た黙，及び將來の輸出船建造に際しての
注意すべき黙について少しく述べることとする。
本船の建造により技術上の向上を得られた事は云う

までもない。世界の海運業者に見られて恥しくない船
を作るために，我々 として1本の鋲，’吋の溶接にも
心血を注いだのは勿論であるが，外註品に關しても小
は蟻装用金物より，大は補磯類に至るまで,叉塗料，
パッキング等の材料についても，充分吟味して最上級
のものを使用したのである。このため設計上’工作上
に非常に苦心を重ね，その結果，相當自信のある製品
を得たことは，直接我堂の技術の向上に役立ったと共
に，引いては國内關聯工業の水準を高めるに寄與し得
たと信ずるものである。

かくて相當の自信を以て，船主監督と技術上の折衝
を行ったのであるが，その結果或る物は既に欧洲の現
状と同程度であり，或る物はなお未だ遙に及ばない黙
があるのを知った。即ち資際の欧州の工業水準を具燈
酌に把握出來て,今後の我々 の技術目標を建てること
に役立った。之が第二の收穫である。
更に又折衝の間に彼等の風習，習慣を知ることが出

來た｡殊に居住關係や操船關係叉は各装置の取扱方法
等に關する彼等の仕來たり，或は彼等の持ってL､る観
念とも云うべき事柄を，實際に躰を以て鐙蕊する事が
出來，今後の輪出船の設計に確信を以て當る事が出來
るようになった。之が第三の收穫である。

それ等にも増して我々 の收穫となった事は彼等の技
術者としての態度に學ぶべき黙が多かった事である。
船主監督Rustad氏は學識もあり,經験もある誠に有
能な技術者であり，殊に彼が理想と創造の世界に高い
精紳を堅持し,簡易な安協を退けて,一歩一歩と技術の
高揚に努めて行く態度は，蜜に感服の至りであった。

このよ’り高ぃ理想への精赫こそ,坪技術者として
蜜に學ぶべき黙であった。然も決して室論ではなく，
現責を把握しての夫れである。彼は技術上の議論には
喜んで應じて呉れた。そして双方の納得する結諭こ達
するまで討議するのが常であった。そして更に感心す
ることは，私交際と業務折衝とを蜜にはっきりと唾別
していることである。仕事に對するDutyと熱情とは

如何にあるべきかを身を以て示して呉れたのである。

この精紳的な贈物が資に我々 にとってこの上なき收穫
であった事を痛切に感ずる次第である。

次に將來の楡出船の建造に開して感ずることの第一

は，規格の問題である。國内的には現在JISで統合

されつつあるが，これの國際的のつながりを如何にす

307

るかが將來の問題であろう。例えば本船では諸管のプ

ランヂをBrifishStandardによることを要求された

ので，本船で餘剰となったフランヂ，辮等は國丙船に

は使用出來ない事になる。又補機類の豫備品も國氏船

に比し遙に多量要求された。これは修繕の場合に，日

本製品が入手し難いとの理由であって，規格と密接な

關係のある問題である。之等は軍に造船のみでなく，

全工業に亘る問題であり，又技術的にのみ解決せられ
る問題ではないが，將來の工業品の國際i生と云う事を、

考えると，充分研究すべき題目だと考えられる。

その他將來の参考となるべき事項として，船主監督

RuStad氏が本船について云われた事の中で，賞めら

れた事は省略し，少し耳の痛かった事を二，三，次に

御紹介して本稿を経ることとする。

（1）淡械類は欧州の方が程度が高い。特に補溌にお

いて，仕上の黙において然りである。、

（2）濤造品の巣及びゴーストに對しては，本船の場

合特に寛大に検査した｡欧州ではもつと嚴格である。

（3）欧州ではSuperFinishの程度が本船より遙に

高度である。各工員自身が検査工の氣持で仕事をし

ている。．

（4）製品の取扱をもつと大切にしたい。例えば機械

の或るナットをタガネで締めたりしているが，欧州

では必ず機械の製造に先んじて所要の道具類を整備

し，或は充分塗装して途中の發錆を防ぎ，叉運搬中

の損傷に對しても絶大の注意を梯っている。

（5）凡ての艤装は造船造溌電氣各關係を含む園面を

先ず作成し，圖上で充分練ってから，工事着手が望

ましい。かくすれば途中の改造工事による冗費を省

き，又穴明位置愛更による塞板補修の如き最も忌む

べきことを避け得る。欧州では艤装圖面の検討を充

分に行い，例えば機械室の配置においてはフレーム

毎の切薗画や，各高さにおける圓箇園を作製し，各

關係者が圖上検討を完全に濟ませた上で，始めて現

場工事にかかるので，現場立會とか,後からの改造
工事は一切ない。

（6）’掻力材への穿孔に對しては,N､V.は非常に慎
重に取扱う。本國においては若しN.V.検査員に無

断で縦隔壁，甲板等にカス罰翫こよって穿孔した場
合は，その板の取換を命ずることになっている。

（7）船は商品であり，船を見る多くの人は素人で内
容よりも外葱によって批評する。その穀を日本の各
造船所は認識を深める必要がある。良い船は良い性
能のみならず．良い外観を備えねばならない。

以上杜撰の報告ではあるが,今後の楡出船建造に對し，

幾分なりとも参考となれば筆者の最も幸いとするとこ
ろである。
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船堕部要目表

1．雲寸法等

L×B×D.168.00×2].60×12．00M

d30'-4.4'′(9.256M)

総噸數13,233.92

純噸數7,721.92

2．速力，航績距離

試運韓速力(滿載定格)14,853KT

滿載經濟速力13,900 〃

繩距離約'18,400S.M.
3．載貨重量等

載貨重量"18,384. 0KT

貨物油 槽 2 6 , 5 5 0 . 3M3

・前部船鎗。890.2〃

燃料油槽(ヂーゼル油）1,517.6〃

〃（罐油）243.6〃

養罐水槽，／ 142.4〃

清水槽408.4 〃

4．乘組員等

士官准士官園員同豫備

甲板部44146

機關部6297

事務部3486

其他二客室2，水先案内人室’

5．甲板機械等

揚錨機汽罰横型35T×9MﾉMIN1
繋船樫〃 7× 23〃1

揚貨機〃3×25〃5

揚艇機電動15HP 4

操舵樫へレシヨウ2×20HP2

貨油ポンプウオシントン50CTM×7CM2

溌由ポンプ〃60T/M×70M1
燃料油移動ポンプ〃〃1

ノ

ピルヂバラストポンプ〃〃1

冷凍擬アンモニヤ7.5HP2

通風機シロッコ3HP-1,5HP-3

其他航海計器,無鵜孝本文参照

公賦運韓成綾
天候：晴 df:"30'-3.6'"

海上：靜騒d":30･-4.65『・

風：0 d>,,:30'-4.13'′

鋤充：－トリム：船尾へ'､05'′

水深:50M△:25,939LT

，鍾關部要目表

1．主機

型式川崎M.A.N.D7Z72/120P1基
2．椎暹器

型式エ戸一フォイルソリツド4翼1個
3．發電機

型式G8V28.5/42型D.C､330kW×225V2基
汽動レシプ戸型，.C.50kW･×225V1基

"D.C630kW×115V1基
4.,汽罐

型式重油焚スコッチ汽確(W.P.12.5kg/cm2)2基
ラ・モント型腰熱汽罐（′〃 ）1基

5．補機

横電動二段型室氣匪縮機300M3/H×30kg2基
非常用室氣匪縮機(50kW發電機連結）

25M;/H×30kgl基

竪電動局着鈴却水ポンプ430M3/H×30M3基
竪電動キモ型潤識由ポンプ60MR/H×40M2基
横電動筒巻型燃料辨冷却水ポンプ4M3/H×25M2基
横電動キモ型燃料油サーピスポンプ

10M3/H×30M1基

〃潤滑油サーピスポンプ10M3/H×30M1基
竪電動局巻型碇泊用冷却水ポンプ

30M3/H×30M1基

〃バラストポンプ150M3,H×30M1基

〃I發謝窪循還ポンプ.15M;/H×145M2基
横電動多段型バッターウオースポソプ

90M3/H×150M1基
横電動ウエスコ型軟水ポンプ3M3/H×35M1基
横電動キモ型燃料辨潤滑油ポンプ2M3ﾉH×30M1基

竪電動周餐型清水ポンプ5M3IH×40M2基

〃サニ女リーポンプ5M3,H×40M1基

電動ピストン型消防ピルヂ兼ンプ
150M3,H×50M1基

電動デラバル型油清淨機5000L/H3基

電動内装範疏型通風機280M3,MIN×32M.M.3x

ウエヤ戸ス型給水ポンプ18M3/H×160M2基

噴油ポンプ2.5M3/H×140M2基〃

汽動シ戸ツコ型邊風機450M3/nnN×100M.M.1基

ウオーシントン型消防ピルヂポンプ
75M3/H×50M1基

燃料移動ポンプ2CM3/H×40M2基〃

復水器抽水ポンプ15MI/H×20M､1基

〃冷却水ポンプ250M3/H×30M1基

ソノ他冷却器，加熱器，遥水装置，軟水装置，篁氣

槽ヲ装備ス

（於，淡路佐野一生穂標柱MAY.30,1950,)
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關西丸機關室計書及び艤装 小泉盤夫
三井蓋船株式會肚

｜

’に 就て

しては，將來のタービン船に對する新しい一つの型を

示してし､るものと思う。見方を鍵えればテストポート

或は「塗った船」とも言えるのであろう。

機關室の大要に就いては後述の要目と附園により想

像出來ると思うが，綜合的な試みとして列記するもの

1．要約

本船は關西汽船株式會赴發註のKC414番船として

営所に於て建造せるタービン貨物船で,AB,NKにル

ールする遠洋第一級船である。

この種平標船に於ては公團及船主側よりの與えられ

たる型式ないしは希望事項に沿って如何に営所鶴得の

機關室計壹，設計及艤装工事をマッチさせるかにある

が；この公團案なろものぱ特にc型級石炭手焚貨物船
としては，少なからず問題とされる黙のある事に，各

斌におかれても直接計壷播當者の痛感されたところで

あろう:。

そもそも船舶機關室の計壹艤装に當ってば，公園船

主及乘組員の一般的，具禮的な種々 の要求を満足させ
なければならないが，その主とするところは商船とし

ての採算性であり，最とするところは要目性能の完至
なるバランスであり，小とするところは機關室の馬力

當りの容積及重量であり，多とするところは載荷噸數

であろう。然して之等の諸條件を全部滿足させる事は

至難である。

本船はタイ，佛印方面の南方航路に就航し外國船と

鼓走する立場に立つ事を考慮し，験時中量産を主眼と

した職標船簡易化方式より完全に脱却して戦前の優秀

船以上のものをとの構想のもとに次の如き計蜜を採用

したのである。勿論個々のものとしては陳腐ではある

力もその綜合計喪は，矛盾の多いこの種の型式の船と
『・

i,
；

|：

は次の如きものである。

即ち

1）密閉給水方式の採用

2）補陵の電化

3）二段床板

4）密閉排汽方式の併用

5）特殊減産弁の試用ｌ
ｌ
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ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ

’
’
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6）荻捨装置の改善

7）稜關室丙猩温上昇防止
等である。

2．機關部＝要々目

本船は總蝿攻3698.83噸載荷重量噸薮5,560噸
で，經濟麗力2,000馬力にて航海速力12節，諦認距
離6,000浬，航海燃料消費量33T/Dで，乗組員は55
名である。

1）主機賊

型式二段減速装置附複汽筒

コンパウンドターピン － 基

出力程度經濟定狢最大後進
軸馬力2,0002,4002,8001,440

毎分回轌數10811512197

蒸汽睡力18kg/cm2
蒸汽温度335･C

製造所石川島重工業株式會杜
2 ）主 復水器，

型式下垂二流表面冷却式一基
．冷却面積250mg

管板間長2,940mln

冷却管外径19mm×厚1.2mm
。×數1,425本

上部眞室720mmHg

製造所石川島重工業株式會壮
3）主汽罐

型式舶用避熱器綏熱器附三胴水管罐
、二基

使用燃料石炭手焚
蒸汽胴裡1,300mm

水胴座800mm及600mm
火床面積（一罐分)8.38m2

傳熱面積（′〃)295.2mg

・過蕊鍔倶熱面責（〃．）67．1nl2

室氣豫熱器〃(")126.5mg.

綏熱器〃（〃）12．5m2
蒸氣塵力20kg/cm2
蒸氣温度35C｡C

製遥所石)ll島重工業株式會而士
4）軸系

種類数直径(mm)長(mm)
推力軸13102,095

中闘軸M290綴
推進軸13406,050

5）推進器

型式及翼鞍エロフォイル型四翼組立式
材質翼： マ ン ガ ン ブ ロ ン ズ

１
８
Ⅵ
凸
０
８
個
■
卜
■
■
‐
■
。
－
１
１
ｌ
‐

ポズ：簔鐵
直径火ピッチ4,500mm×3,420tnm

ピッチ比0．76

､ボス径×長1,100mm×900mm

展開面積6.330m2

射影〃5,950mg

展開面積比0398

製造所三井造船玉野製作所
6）主要補磯

ピルヂポンプ主機鳳麺功ピストン式

15m3/h×35ml=

サニタリーポンプ主磯躍動ピストン式

15m3/h×35ml

主給水ポンプタービン扉鋤タービン式
、

20×2502
通

復水ポンプ竪型電動渦巻式

17×302■

邊水ポンプ竪型電動周雀式
1200×7 1

潤滑油ポンプ竪型載動歯車式

60×302

ピルヂバラストポンプ堅型電動自吸2段渦巻弍
150×25。l

雑用ポンプ竪型電動自吸2段渦巻式
150×251

清水ポンプ竪型電動自吸渦巻式
5×35 1

蒸化器附陽ポンプ電動ウエスコ式
3×15 1

〃 謹訪渦巻式2.5×201

冷凍機冷却水ポンプ電動遠心式

13．8×12．5‘‘1

祷功給水ポンプウエヤース式17×2401

次湯機電動

110kg×37mminl

張匪邊風機雷簸軸流二段式

350ms/min･×150mmAg2

通・風機電動軸流式200×302

發電機タービン躯動

100kW×225V2

エジェクター竪2段曾聯式

30kg/h×720mmHgl

潤滑油清淨機トラバル式1,0001/hl

7）雑

補助復水器二折流表面式80m21

給水加熱器二段表面式152
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｜
水を罐に邊づて酸蝕を防ぐことは常識であって，前者
に對しては蒸化器及ゼオライ．ﾄ軟水装置を各1基装備
し，底部タンクに12.3Wの蒸溜水瞼と同容量の軟水

鯰を厘劃し，各5Wの高低部給水タンクを設け，単

濁にも並用にも流用出來得るタン，クシステムと密閉給

水弁抽氣エゼクター復水ポンプ及主給水ポンプの能力

を相關聯して支障なく配管し,航海中完全にその目的
一に達する如く計謹された調整配置は，從來その方

へ

油冷却器竪表面式401

蒸化器ウエヤー式3．420T/D1

蒸溜器竪表面式5.824T/D1

ゼオライト歎水装置1.3T/h7度1

3，計霊經絵

本船の要目に對する私共の用意せる基本計壹は次の

如き4案12部を検討したのである6

.9リ

】_
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I’

に達する如く計謹された調整配置は，從來その方
式を採用しても作動弁の不敏活と水準諦塵の不適
正及び各ポンプラインのアシパランスにより，そ
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給水方式(航海中）

〃（停泊中）

機關室内捕 機
一 ●

甲板 補機

發電磯

開放

開放

直動補磯

汽動

直動機

密閉正典び谷ポンプラインのアシパランスにより，そ

－の目飴を完全に達する事が出來なかったが，本船

電動に於ては極めて優秀なる成果を收めた｡叉,貴重
電動なる給水の回收は密閉，開放雨疏水管系により完

デイ，一ゼルフ、､－↑＝‘M-，，，－．．1－．ゞ ,,_ー‐‐、

密閉

開放

電動

汽動

ターボ

密閉

密閉

電動

電動

ターボ
プイーセル全に回收出來る如く装置してある。

公園案に近いA案に於ては蒸汽消費量の黙に,C案

に於ては船慣に難黙があり，雨者の中關案なるB案に

決定を見たのはけだし至當であろう。なお之等各案に

對する検討は交直流電動補磯云全等に及塁が，その詳

細は省略する。前述せる如く計壼の重黙は,C型級手

焚貨物船らしい船と言うところにある。この事は安く
〃

ての條件を滿足すべき状態に置くと言うわけには参ら

ないが，窪装如何によっては相営カバーする事が出來

ると信じている。

4．嵯装一般′

そもそも機關室潅装の妙諦と云おうか，日頃私共が

あくせくとして奉る事は廉価にして堅牢,高性能にし

て機構簡軍，操縦，点検，修理の容易なる舶用主補残

を限られた機關室内に手際よく配置し，エンヂンスペ

ースを100％樵想しその機能を十二分に發揮し得る如

く考究し，乘組員をして驚異と満足と愛着とを得さし

める事であるが，仲々容易な事ではない。元來タ‘一ピ

ン船レシプロ船ではディーゼル船と異りその溌關室蟻

装に於て主溌械の蒸汽使用による主復氷器及遙水ポン
プの配置上定法のある事は周知の事賓である。從って

タービン船一般蟻装に對する云埼と言う事は融共のあ

まり興味とするところではない。然しかくの如く計
護されたる機關室に於ては最初に述べたように一つの

「新しい型」の船として説明するのも無意味ではなか

ろうかと愚考する次第である。

なお機關室艤装に於てその特筆するところの事項は
機して暹俗些細に過ぎ乘組機關員以外には感受性乏し

く興味薄いと言う黙である。

5，諸装置

1）密閉給水方式の採用

本船では三胴水管罐2基を装備した關係上蒸溜水

（叉は軟水)を使用することにより室氣分を含まざる給
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蒸汽消費量の問題は特にc型船級に於ては重要であ

る。即ち航海時,3000SHP12節の要求に對しては
主溌蒸汽精費量757T/H

補溌〃 2．3〃．（全蒸汽消費量の23％）

となり暹常25％以上を要する從來の籏績より見て

10％以上補農の蒸汽消費量を修正せねばならない。
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於ける主補磯の高さは第3表に示す如く在來船に比し

て相當低い操縦ハンドル位置よりの各補磯及ケージ類

の確認は一目瞭然である。

下段に於ける床板装置及諸管装置は艤装上最も留意

せるところで，從來の如く縁の下としてかくされたる

無計壷没交渉的諸管装置を許さず，ポンプ,辨,管の漏

洩は勿論補膜臺のチョック・ボルトに至るまで常に確

認出來得る如く完菫なる床板装置により溢路なく迷路

なく罐裏を始めとし主復水器の下に至るまで行けない

ところはない。

之等格子梯子及床板装置の製罐工事は機關室艤装の

大きな段取りである。その出來，不出來は美憩はもと

より機關員の御足努は想像の餘りである。機關員居住

匿より程近い出入口,ゆったりとした踊り場と至暹路，

塵受のついた主梯子のワンステップとその角斐，氣持

よくガイドして呉れる磨かれた適當な高さのハンドレ

ールの曲りとスタンジョンの取付位置，碁盤の如き劃
、

一された床板装置に面一にはめられた各ポンプの丸格

子，左右對穗的に装備された梯子装置は上下雨床面の

連絡に留意してあり，之等は美観への大きな要素であ

る。諸管装置の銅工作業に於ても，諸管,辨，鍔，接

綴片のABルールに對する検討は，．フランヂポルト等

の詳細に亘り水唾試壼の粗漏なきは,前趣聴閉給水
方式好調の一因を成し，艤装の根本ともなるべく，各

ルールの解麗は検査官の主観監督の好尚，懲装員の

經験及當所の傳統等を研究融和させ萬善をはかってい

る。

辨類は極力辨箱とし二重ハンドルによって上，下，

南面より操作出來る如くし，その文字板は管系により

色別し,調整辨,封水辨,,逃甑辨等を改良されてある。

配置に就いては給水關係の各「ポンプ」「タンク」及び

密閉給水辨は主復水器水準，ポンプの吸入水頭，罐室

との連諾上，下段前部に配置し，油冷却器，蒸化器，

同ポンプ．，軟水装置は右舷後部下段とし，主配電盤，

發電機は右舷上段とし，その取付垂は清水タンクを兼

用させ，左舷後部バラスト，清水，雑用水ポンプを配

置し，前部には給水漉器，下部給水タンク，給水加熱

器を，叉スクリーンパルケッドの下部には各タンクの

辨箱群を，上部には蒸汽溜，排汽溜群を，その前面に

はタンク群を配置した。

かくの如く給水群，潤滑油群,|蒸汽群と各群に謹め

更に各群の關聯配置を構想してある。

第1表有郊床面積比較表（機械室のみ）

この爲には,j､型馬力の各種補磯類が車燭に蒸汽騒動せ

られる場合の如き比較的蒸汽消費量が小馬力のものに

勢しては割高になる結果全鐙として好ましくなく，こ

こに補磯電化推移の大きな一因となった次第である。

､この事は完全なる油分除去法のない現在，往復面補僕

を用いる事は必然釣に給水中に油分を混入し，密顛給

水方式と蒸溜水軟水の採用を無意味ならしめん事に對

する進歩的解決法であろう。そして主タービンの馬力

を増加し主汽罐及汽罐員を益しラッキングパイプの機

械室謝走と澤温上昇防止は蒸汽溜，排汽溜，給水加熱

器等の一定個所への配置により保湿と防温を兼用心美

観と凉味を與えずにはおかない。

要目表にある如く特に循雲水ポンプに之を探用せる

事はあまりその例を見ないところである。叉,スター

ターは営所のMSID型手動起動に統一されてある。

一方電化案に對して問題とされるところはコスト高と

乗組員の電機に對する不馴及びその信頼度であり，そ

のいずれも早急に解決さるべき問題ばかりである．。

、

、
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新しい試みの一つ50HP竪型電動渦巻式邊水ポンプ

3）二段床板

一方竪型電動補磯により，その重量，容積の輕減は

上下二段式の床板装逮こより第1．2表の如き重重比，

面積比となり造船設計者をして今1～2フレームの縮

少を錯擬せしめる程である。この特筆すべき機械室

の床板装置は從來の床板面1,300mm～1,50Cmmを

2,100mmとしタンクトップ・より35mmの高さに今

一段の床板を設置し，上段を操縦床面に下段を鮎橡床

面とし，上段の摸縦床面を境として_上部に電動機部，

下部にポンプ部なる如く竪型補磯を装備し丸格子を周

画し，通風，採光，覗界を良好にし，又操縦床面上に

－ － 1 － ゴ ー 一 一

|總床面積(m')|有郊床面識(m｡)|再鮮
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第 2表 重量永較表1口‘

I，

蕊
關茜丸’’ 明天丸

31,507kg34,295.05kg

7,2636,108.

44,52747,924.

彊立補助震械

タンク類

機關部合計

●

第3表各機器の操縦

床面上の高き

ゞ

’
關西丸|明天丸’4

主タービン

潤滑油ポンプ

發電機

油冷却器

蒸．化器

軟水装置

溢水衛生ポンプ

病水壼ンプ

塞水ポンプ’

ノミラスト拳ンプ

雑用韮ンプ

補助給水ポンプ

給水濾器

低部給水タンク

エジェクター

蒸化器附麗
ポンプ

復水ボン､プ
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機械室後部上段のバラスト，雑用水ポンプ．

水器に導入してドレンとすることなく低墜タービンに

邊汽して馬力をプラスする密閉排汽方式をも併用し

た｡後進の場合は作動反對なる里乙2窪の作駁辨によ

=所鰹麓錺雛嘉鰯翻圏翻
の開放給水である。

4）密閉排汽方式の併用

ターボ霊電機，主給水ポンプの高匪排汽を給水加熱

器,蒸化器に流用してなお餘りある場合,之を補助復
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6）友捨装置

ポイラーマンにとって停泊中のアツシの虚理は頭痛

の種である。この事に關しては汽罐員の熱望もさる事

ながら，私共としても特に關心を示すところであり，

停泊，航海中用として2個のアッシホッパーを左右對

講に装備し同一バケットの切換による自動ストップ付

電動次捨装置を装備して好評を博lぺておる。

7）潔温上昇防止

蒸汽船に於ける潔温上昇防止は特に過熱蒸汽を使用

するタービン船に於ては前述の如く蒸汽消費量と關聯

して重要である。殊に本船は南方航路に就航する關係

上，自然通風，張匪通風共に大きくとり保温防温のた

めのラッキングを十二に施行し，之等蒸汽管の機械室

謝走を局限し，蒸汽溜，排汽溜，給水加熱器等の二重

スクリーンへの格納も計霊したが工事の都合上中止

した◎

8 ） そ の 他

汽罐室に於ける油焚の對策は燃料事情好韓を考慮し

て，重油噴燃ポンプ，罐用燃料油タンク，消火装置及

り補助復水器へ流入する如く装置してある。調墜解は

低歴タービンに邊汽中排汽匪力が1.Okgcm2以下に

なった場合その邊流をストップし，發電棲，主給水ポ

ンプ，駆動タービンの背瀝を一定に保持するためのも
のである。我々 はこの装置が本船にとって有効かつ適

切である事を確認した。

5）特殊減匪辨の試用

辨中の難物は何と申しても減座辨であることは等し

く認められるところである。從來の減匪辨のいずれも

が作動鈍感にして不滿足不評であったところから，本

船に於ては，この思案を陸用特殊減匪辨に着眼し試用

したところ好結果を得るに至った。即ち本辨は1M3

からなる專用歴力水タンクより來る0.5～1.0kg/cm2

の塵力水と一次側の蒸汽匪力をプレッシャーリレーに

於てバランスきせ,蒸汽の一次側睡力の獲鋤をぺ戸一
及ピボットパルプの伸縮開閉により流動する匪力水を

ダイヤフラムに加減して辨の開度を調整減産するもの

である。作動状態は非常に鋭敏で申し分ないのである

が，蒸汽使用を全く停止した場合，その機構上二次側

への漏洩蒸汽が一次側匪力にまで上昇するという不安

であった。この黙ライナーピストンパルブ等に改良を

加え舶用減屋辨として新分野を拓いた。
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各パラストタンクの燃料油タンクへ

の切換装置と同移邊ポンプが豫定或

は施行されている。罐用遥匪邊風棲

は稜械室パーシャルデッキの前方雨

舷に装備され，パイパスにより1機

のみでも2罐分め供給量を確保して

L，る。

叉自籔給水加減器，淨罐割注入装

置，電氣橦霊計，温度計が装備され

てある事は勿論である。

操縦装置では操縦弁ハンドルの位

置を少しく後方隔壁側に下げケージ

孝一ドは鳥居型とし，その距離,'高

さ，偏角，諸ケージの配置及ケージ

板の形状，取付脚等を考慮し，その

下方では前方に集合されたバッキン

蒸汽の最低放出状態を確認調整出來

る如くウォーミング，パッキン蒸汽

用バルブポックス群を左方に，右方

にはブリッヂ及汽罐室に通ずるテレ

グラフを上下と抽氣エゼクターを．

後部隔壁には各スターター潤滑油，

給水管系用のベル及シグナル等警報

装置を装備した。

エンヂンストア及ワークショップ

はパーシャルデッキの右舷側大部分

を示し,作業臺,戸棚等すべて鋼板製

とし火災識防に留意し，一方左舷に

は木製格綿庫を加設し，發錺し易い

電氣部品の庵理を容易にしている。

豫備品の外板，隔壁等室間面に對

する利用取付方法は標本編集の如

く，又ポンプ附近には該ポンプの豫

備品を，モータ室附近には該モータ

ーの豫備品を，主補強，電機特殊

’
’

、

I

豫 備品配置
▲
Ｄ
Ｔ
Ｉ
‐
Ｊ
１

識
＄

I

Ｉ
ｂ

１
１

護人

備品を，モータ室附近には該モータ 溌械室後部隔壁のスターター及警報装置

一の豫備品を，主補強，電機特殊辨等別に防銃を考各方面の滿足を得る事が出來た。

慮し上下段に工夫し全燈の美蔽を損せぬようむしろ装7.結語

飾的効果を發揮する如く装備してある。 以上關西丸機關室計壷及艤装並にその成果に就て述

その他種々の事項を學げる事が出來るが，要するにべたが．最初に述べた「テストボート」としての新し

職標船の亜流たる平標船ではなく國際飴覗野の基に於い試みの結果は試迩陣のみに止まらず，その就航後に

て達観大計された計登と細心周到にして良心的な蟻装於て證明されるのであって．我々は試運簿の結果に滝、

をと常に念願し，多くの經濟的技術的悪條件に遭遇し足せず良き航海成績の報告を待望し，再検討して新し

ながら完成されたという事寅である｡ い一つの型の完成に推進する所存である。

6．公試逗鐸成絞． 最後に本船の計蚕及艤装に對して船主側の御理解と
角

本船の公試運韓は船主．公園，各検査官立會の下に御指示に感謝する次第である。
昭和25年2月13日岡山縣日比沖に於て施行され次

表に示す如き豫期以上の成果を翠げて無事経了し關係．

ノ
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1

薪辮船用品の解説と紹介
監修船用品を体系的にまとめ，各部門別に解読を

ほどこし，主要メーカーの製品を詳細に紹介。驚上保器庵海爵瞼査鷺上野喜一郎
權威ある監修者のもとに編輯せる本書はメーカ

駕篭v靜鷺菅四郎－，需要者及び關連業界必携の書たるを疑わぬ。
驚驚謡噂縁鷺士川義朗 B5判上質紙100餘頁

内容豫 便2 00圓（邊20n）

◇總読◇舷・窓發行豫定9月上旬

◇救命器具◇錨鎖索至急豫約御注 文を乞う

◇消防設備および器具◇航海計器
天 然祗◇船燈◇蟻装金物

◇ 信號器具◇その他東京都千代 田腫内幸町ニノーニ

◇ 艫口覆布◇附表振替東京79562番

竜
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I

獺 戸内海の旗日記から閑々夢士

との~篇は去る四月下旬筆者が廣島縣下因嶋銃所例があったことを記憶している｡超滿員の客が何かの
からの歸途せ土こましい汽車族行より久し振りに海の途端に片舷に集った場合,更に波のための動揺,操舵に
室氣を吸って見たく，同地から對岸の今治に渡り，こよる一時的の傾斜などが重なったらどうなるか。これ‐
人から阪稗行きK丸の一船客となって大阪まで12時は先年本誌の座談會にも盛に論ぜられた問題でありj
間餘の航海中見たま坐，感じたま上を書きとめたもの既に専門家の間でもいろいろ研究力謹められてはいる
である。もとよりこんな専門誌に掲載せらるべき性質と思うが，このような船の生れる二流三流所の造船所
のものではないが，編集局からのおす上めにまかせおやさらにこれを運航する船會杜の人々 がこのような問
笑話に提供した次第である。題について果してどの程度まで考慮しているか。叉監・

督官鹿ではどのようにしてその安全性を膳認するか。
因嶋から今治へ

三錘敷程の前部二等室で唯一人辨営をつっつきながら

尾の道，今治間に碁布する大小の嶋々 を連絡するFポツネンとこんな事を考えていると餘り乘心地はよる

丸の客となり級友A君御夫婦の見邊りをうけて因嶋長しくないが，今日はそんな危険状態とは大分隔りがあ
崎の桟橋を離れたのが午後の1時過，本船は約70トるので心配する程のこともない。た畦ライフジャケッ

ンの鋼船で僥玉のボンボンでなく立派なディーゼルでトの箱に現品の存在を確認した峰けで上の遊歩甲板に

ある◎因嶋造船工場の前海を通過し大4幾多の嶋々の出た。

間を縫いながら數ケ所に寄港して客や荷物を乘せたり／，船は新緑の島々の浮ぶ青霊のような海面を滑るよう

卸したりして行く。急がぬ旅には持って來いの観光ルに進んで行く。青く澄んだ潮が嶋々の裾を洗って所々

ートである。部落の沖に來ると艀が出迎え漂泊の本船に無氣味な渦紋を蜜いている。塵一つ浮いていない。

に漕ぎよせ貨客の積卸をする。今日は無類の好晴で何東京にいてあぶくや油の浮遊する泥川や泥海ばかり見

等問題はないが，天氣の悪い時はどうするのか◎尾れなれた目には異様な清らかさと感じる。船はいよいよ

ぱ客も荷物も全部上甲板以上に乘っている。この好天内海随一の難所たる來嶋海峡にさしか上った。今まで

氣に穴のような下甲板の船室に好んでも〈・り込むお客光琳模様の屏風でも見るような感じがこ上に至って一

はない。最上部の遊歩甲板にも自轌車が數臺と何か木轌男性的な海洋氣分がみなぎって來ろ。航路標識のあ

箱に入れたものが積んである。上甲板の前部客室と擬る中渡嶋の断崖を仰ぎ見るように本船は今念潮が渦を

關室園壁の中間に小さなハッチがある。荷物鯰か倉庫雀いて流れる西水道に入った｡潮の加減で船燈は時々
か知らないが荷物の大部分はこのハッチの上に積み上ぎこちなくゆさぶれる。右舷前方遠く小さな機帆船が

げられており，更に甲板室外側の狹ぃ通路は箱詰にざ一隻潮流に操れながら斜に突切ってゆく。今まではい

れて身動のならぬアンゴラ兎が數尾目をパチクリしてつも大きい船でばかり通過した。こんな少さい船で通

おり，その横には足を縛られた鶏が數羽ころがって通るのは今度がはじめて堂ある。眼の位置が低いと見た

路をふさいでいる。一般にこの種の交通船は休日や物感じが著しく違うものだ。いくら見ても見飽きない。
日には定員に數倍する客と積むことは屡々見聞するともう少しゆっくりしたいと思ったが，心なき潮の流は

ころであり，現に近頃もその爲に悲惨な事故を起した船を躯って見る見る水道を抜けてしまった。眼の前に

〃

１
１

１
１

、
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，卿儲獺と

一

春の海に眠る失業改E船隊（尾道附近にて）

320 守

ト

L－1通一 ＝



可！

繊 露

鍵簔
… ~

躍琴言

謹薑琴 I

一

峡にて

れば港々 の特色と出して船客のたのしみになるような

ものにして欲しい。

寄港中のこのさわがしさや物賓りの不作法には昔か

ら毎度惜まされた。そして今日もまた相愛らずであ

る。安眠妨害のみならずこの頃のように物騒ではうか

うかと席を離れることも出來ない。物寅りで思い出し

たが，船内に費店がある力瘤品は甚だ貧弱でどこにも

ありふれたものばかりである｡嘗てﾊドｿﾝ河の遊覧

船の費店で買った各船の記念のスプーンやこの航路で

船から見えるまふの両岸の景色について読明を加えた

便利な案内書などは今日までよい紀念物になってい

る6何とか少し氣のきいた紀念品やみやげ物などを賢

るようにしたらどんなものであろうか。

桟橋を離れた船はやがて朝霞の上に墨繪のように浮

ぶ屋嶋を右に見て女木嶋，男木嶋を過ぎ，小豆鴫の沖

にさしかかった頃，どこからともなく三味線の香がき

こえる。ラジオでもないようだが･･･…と思う間もなく

「お邪魔様ながら」と三味線をかユえたお婆さんが室に

入って來て頼みもしない都餐逸や小唄の押掛け演奏が

始まった。一難去って叉一つ，とてもかなわないから

勿々に遊歩甲板に避難すべ<通路へ出ると三等昇降口

のそばに黒山の人だかり，何事かと肩越しにのぞいて

見ると，これはまた近頃流行の何とかバクチの店開き

柄のよくないのが二重三重に取りまいて札の束を振り

まわし盆の上の紙の玉を見つめている。これでは海の

公園も観光日本も臺無しだ｡

明石海峡を抜けて間もなく紳戸につく。と坐で大部

分のお客はおりて船内は急にガランとなった。遊歩甲

板の手欄によって桟橋を見ていると小學二三年位まで

の男女兒の混成部隊が上屋の横に集結している。やが

てその一端から先生に導かれて二列縦除で舷門の方へ

動き出した。ゾロゾロとガングウェーを渡って後部遊

歩甲板に登って來る。見る見る内に甲板はこれらのよ

い子部厩で一杯になった。キーキーワァワァ耳も聾ぜ

來島海

今治港口の赤い灯標が立っている。桟橋に横着になっ

たのが豫定の通り午後の5時30分。．、

11

今治から 大 阪 へ

大阪行上り便の時刻を見計って乘船場へ來て見ると

'時間は0時30分近くを指している｡場内の費店も大通

りの店もとくに戸を閉めて森閑と靜まりかえり係員の

姿も見えず，た壁同じ船を待つらしい數名の人影がガ

ランとした薄暗い待合室のペンチに腰をおろしてい

る。今日は季節とい入天氣とい上申分ない好條件だか

らよいが，冬季悪天候の際，船力延着した場合などは

どんなものか。夜間早曉の發着に對して中間港の乗船

場の施設は相當考える必要があると思う。船がつくと

桟橋はにわかに明るく賑やかになった。船は各等滿員

の盛況，やつとのことで乙二等室の入口に近いロッカ

ーの前に，坐るには廣く獲るには短かい三角形のスペ

ースにおみこしをおろした。乘降の客も荷物も餘り多

くないので，間もなく船は棲橋をはなれた。

くの字なりに横たわりながら室内を見まわすと，入

‘口の扉の内側に白墨で「盗難豫防のため就痘中はこの

掛金をかけておいて下さい」という意味のことを書い

て掛金の方へ矢印がつけてある。どうも痘心がよくな

‘い◎それに滿員の上に窓も戸口も密閑されて通風がな

くムッとして息苦しい。ずいぶん非衞生的な状態だ。

(そのくせ遊歩甲板には立派な電動邊風機が2臺も据

えつけているが一向働いていない｡）いつ眠ったとも

なく暫くは人事不省。

早曉高松港に入る。客の出入りで一しきり船内はざ

わめく，その上時刻にお構いなしに物賓りが通路は勿

論船室内にまで入り込んで大髭でわめき立てる。いく

ら賤坊でも眠ってはいられない。責に迷惑千萬であ

る。それに鐵道の騨の寅子と違って柄もよくないし商

品の質もよくないらしい。行商を許すなら服装態度商

品など充分監督して客に不快を與えないよう，出來得

９
‐
０
．
，
■
■
１
１
４
■
日
可
１
１
０
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
‐
１
．
‘
ｌ
‐
ｌ
・
■
■
■
■
一
■
■
■
且
■
Ｉ
‐
’
一
Ｌ
Ｉ
‐
一
■
■
■
１
・
‐
ｌ
‐
１
日
１
１
‐
‐
ｆ
‐
０
■
ロ
■
・
口
■
“
■
！
‐
‐
・
■
■
・
皇
■
■
■
，
‐
‐
ｕ
■
１
Ⅱ
戸
‐
ｊ
■
■
■
■
■
■
■
■
・
９
，
ｍ
■
■
■
■
■
■
Ｐ
‐
‐
■
■
｜
■
■
・
Ｉ
■
■
■
■

321

－－L司一一一=△一一J__－－凸一一一一一巴一五一一一三一一､__三ヨーー



写ママ

“
ロ
ロ
ほ
い
■
■
Ｈ
ｌ
ｌ
り
１
１

）

、

んばかり。可愛らしくもまた目まくﾞ

るしい。船内は奮に倍して賑やかに

なった。間もなく御持参の辨當を開

くに及んで暫くは騒音が靜まった

が，今度は甲板上ペンの屑や果物の

皮キャラメルやチウインガムの残箱

で落花癌署。中食が絵って甲板上が

再び賑かになった｡甲板上は正に玩
具箱をひっくりかえしたような有

様。低俗な遊園地などで砂ほこりを

吸わせるに比して數段優れたレクリ

エーションであるが慾を云えばこん

な機會を利用して船内のお行儀を教

え,船や海に開する知識を得るよう
指導したら更に有益であろうと思っ
た。

三味懇やぱくちで打ちこわされた

氣分もこのよい子部際のおかげでさ

ノ

溌
’

一

｜

I

’

』

氣分もこのよい子部際のおかげでさ大正四年の春高濱から乘つたぐれない丸(後の鳴門丸)二等船室
つばり掃除され，定刻午後’時30 のスケッチ，二十餘年前のそれと比べて見て，現在の船室設備

に－向進境が認められないのは残念である。
分晴やかな氣持で天保山の桟橋にお

内海航路の二等室（昔のスケッチブックから）り立った。

維始好晴に惠まれて久しぶりの内海の旅行は斯くしことである。あだかも特急列車の展望車同檬一般大衆
て樂しくとまた有益に柊りを告げた。 とに縁の遠いものであるが,二等以下の設備に至って
因嶋を出てから大阪に入るまで室で眠った四五時間は上述の通り一向奮態を腕していないようである。ど

を除いて殆ど遊歩甲板で過したのであるが，以前はこうもあの低い床にシヤツー枚，細幣一つで魚河岸の鮪
んな場合行き違ったり追越し迫越ぎれる大小の船舶は然とゴロゴロ枕を並べる雑魚窪姿は醜態であり，弊害
頗る多くそれを迎え見還るのが何より樂しゑであっも伴うであろうし,到底ポスターにもパンフレットに
た｡それが今度はどうか,明石海峡で船尾エンジンの，も載せられた園ではない。殊に船室は疫室であると同
形船一隻と英國の空母一隻と反航したのみ，機帆船や時に一部の人にとっては病室でもある。スペースの利
漁船の影すら稀な淋しさは誠に溌想以上のものがあ？用上からはあれが一度都合がよいのであろうが，何と
た。いつまた往時の賑わしさを取戻すのであろうか。か名案はないものか。それに窓が高くって室内からは
狹くるしい列車に操まれて窮屈な思いをしながら鼻立上らなければ外が見えないのに，外側の通路を通る

の孔を眞黒にするより船の方が遙に氣が利いている筈人からは直接見おろされる。もしそれチヨット手を実
だが，これまで我國では一般に船といえば海峡でも渡‘込んで室にかけたものを失敬する位は必しも難事では
るか，汽車不暹の時か，噴火口への片道旅行かそのほなさそうである。さればこそ就窪中は窓も戸口も密閉
か船でなければ行かれない場合餘儀なく乘るものと相して掛金までかけなければならない。この邊の設計は
場がきまっていた。日本の船や海陸連絡設備などを見たしかに難かしい問題であるが，何とか一工夫して欲
れぱこれも張ち無理ならずと考える。しかし終戦後海しいものである。

の公園とか観光施設とかいうことが大きく取上げら瀬戸内海の如きは確に世界的に自慢の出来る立派な
れ,宣傳も賑かになって來た｡筆者もこ上に或る期待海の公園である｡近頃いろいろ外客を對象とした計避
をもって久々 で昔馴染の航路の極く一局部ではあるがが立てられることは平和日本建設の爲に喜ぶべきこと

窺いて見たわけである。しかし残念ながら如何にも奮ではあるが，外人特用の設備を考えると同時に日本人

態依然という感が深いのに失望した。船はたしかに大の日本を何時どんな魔を外客に見られても恥しくない

きく立派になった。一等室などはむしろ必要以上の感だけ'の文化水準までもって行くことが最も必要ではな
、

が深い。外國の同種の一流客船でもこれ程立派なのはからうか。（25.5.15.稿）

餘りない｡絡談後の國民生活水準に對比したら楢更の
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28,000噸新造タンカー
‘‘ヴェルァィナ號”について

一

1

マーガレット王女殿Tの御手により去る4月4日，

スワン少､ソターエンドウイガム・リチャードソソ

肚のウォールスェンド．オン・タ･イン造船所から見

事進水した重量28,000噸のシェル石油會吐タンカー
船ヴェルテイナ號(VELTINA)は英國の造船所で建
造せられた父ンｶー船中最大の船であり，ｼﾕﾙ石油
會杜の注文中叉は建造中の同型四隻の中の最初の船
である。

構造 ． 明 細

此等の28,000噸シェル新造タンカーの慣額は昔々
英貨百萬膀(邦貨にしてi0億8百萬圓)見當である。
その構造明細は次の通りである。

船級一ロィド(LLOYDS)100Al

全長一約643沢0吋

垂懇間長-610DR0吋

幅（型)･一80沢6吋

深サ（型)－45沢0吋

上記吃水に於ける積載排水量一約37,500噸

ドライカーゴスペース-26,500立方沢

（約12,500ケース）

總カーゴタンク容積－1j305,000立方呪
（98％積載)(約）

パンカー容量-2,810噸（約）

｜識タンク數一

1

ノ
1

１
１
１

進水式へ臨席のマーガレット王女殿下

ｊ
ｊ

約
約

く
く

０
０
５
５
９
２
Ｊ
２

８
１
１
１

一
一

》
》

り

此等タンカーの建造に當つては縦漬混合フレーミソ

グ法を探り，傾斜型船首及び巡洋艦型船尾を有する縦

2枚横17枚の隔壁に依り船豊は次の様に分割せられ，

即ちフォアピーク及びディープタンクを有する前総コ

ファーダム3，4番タンクと7，8番タンクとの間に領ソ

プ室を有する1，組のｶーｺ･ﾀﾝｸ,後部ｺプｱー〆
ムクロスーバソカーウイングバンカー二重船

底を有する擬關室及びアフターピーク等である。

此等のタンカーはロイドの夏季吃水線迄積荷して，

速力16ノットを出せる様設計せられている。

9

I

カーゴタンクの容量は2％の膨脹を見て噸當り

50立方沢とすると約26,000噸となる。建造に

當り熔接法を出來得る限り採用し，スターンフレ

イムはシンプレクス(Simplex)子衡舵に適する

様に造られる。船纏はペンキ塗の前には焔清諾
をする。稜荷タンクのハッチは全て狸4沢で各々
10吋3/4のコーミングを有する。L上部購迭物甲

板には熔接シームとパットを用い，設備の天井露
天甲板は木張である。

ポンプ．室;こは各々 複動式蒸汽カーゴ愈ポンプ2臺

を備え，緩熱器で緩めた蒸汽を使用する。鐇鐵製
カーゴパイプラインは直径12吋でタンクのバル

ブはボルト止め祷金の付いた鐇鐵製バイプチェア

ーに取付けられ，甲板の燃料パイプは船尾デイー

’

１
日

I

進 水
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篭溌鞭蔦
蕊灘灘譲蕊懲蕊鍵
ルティナ號

場電氣設備，冷凍機，その他の小型モ．－ターに對する

電流を供給することが出來る。本機はボイラー及び主

タービン發電機を使用しない時に用いるのを目的とす

る。ディーゼルエンヂンには潤滑油冷却器，熱交換器

及び淡永,･海水循環ポンプを有し全く濁立して運轌出

來る。

3基のボイラーはシングルパス型船舶用で500ポン

ド坪方吋ケージ匪力を出せる様に造られ總受熱面積

19,284zF方沢を下らないものである。各ボイラーは

所要な面積の蒸氣過熱器を備え蒸氣温度を750･Fま

で上昇せしめる。前部2基のボイラーには何れも過熱

器の出口に緩熱器を有し，ポイラードラムに直結す。

各々1時間に40,000封度の蒸氣を750･Fから飽和温

度上50｡Fにまで綏める。最新式の燃澆装置を備え，

c級の重油を焚くことが出來る。復動式ポンプ及び燃

料加熱装置は2臺の電動ポンプと2臺の燃料油加熱器

から成る。前者は渡關が全力運輔時に於て燃料油温度

を勘〈とも30･Fに保持することが出來ろ。水管式ボ

イラーは開放罐室式による張制通風式である。

此等ボイラーの給水量（即ち毎時150,000封度-

190,000封度）はウェイヤー式(WEIR)タービン駆動

三段給水ポンプ2基によって行われ，各ポンプはメイ

ンボイラーの過熱蒸氣の供給によってその全給水を賄

うことが出來る。

叉居住設備は最良のもので，乘員は各々自分の船室

を持ち，乘客のための設備も整い，場所も廣く好く備

ったスモーキングルームをも有している。

以上

錘
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建造中のヴ

プタンクより船首デイープタンクに到る6吋鋼鐵パイ

プと4吋の枝管パルプにより各パンカーに通ずる。各

パンカに通ずる。燃料積込用接綾補置は全てほぼ船の

中央に備えバルブに依り前後部に切り離して操作出來

る様になっている。此等の船はケージ匪力500ポン

ド/平方吋温度750･Fのボイラーと衝反動式ギヤード

ターピン1組に依って運樺する1個のプロプラーに依

り推進される。機關はプロペラーが毎分100回鱒の

時，合計11,000軸馬力最大で13,000軸馬力を出せる

様設計せられている。後退力は最大出力の70％であ

る｡本機關は高座,中座及び低匪各1基より成る前進用

タービンと．高座及び低墜各1基より成る後退用ター

ビンにて構成され，四枚翼プロペラーを躍動する。前

進後退用高座タ胃ピン及び後退用低塵タ畠ピンは衝

動式であって，前進用中座及び低窪は反動式である。

此等のタンカーは出來る限り最新式の電氣設備を具

jt.,BTHギヤードターポ發電機(400kW直流220f

ルト）2基を有し，2基交代運縛である。此等2基の

タービンは各々別個にコンデンサーエアーエジェク

ター,潤滑油ポンプ及び冷却器を有す｡止上等は220ボル

トモーターにより運I鱒せられる補助機披及び電燈，操
舵ギヤーモーター，炊事場の電氣設備の電力を供給す
るため，モータ－霊電機等に必要なだけの電流を賄う

のである。約45kW容量のモーター霊電機2塞は各

会船内澄火，暖房用モーダー，ジャイロコムパス，昔

響測深器，レーダー装置のための110ボルト電流を
供給する。更に1臺135kW直流220ボルトのディ

ーゼル發電機があって，これはモーター發電機,炊事
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700噸型巡覗船｢大王」に就て（2）
1

村上外雄
石川島重工業株式舍牡
蓋船設計誤長

4．菫要性能に就て

（イ）搭載重量

本船は建造中搭載重量の資測を行ったが，完成常備

状態の内課を計謹のものと對比すれば，次の通りで
ある。

筒常備状態とは，燃料豫備水，飲料水う糧食等の消

耗品蓬，満載量の3分の1だけ使用した状態で，海上

保安鱈の巡頑船は，凡てとの状態を計霊の基準状態と
している。

、計謹完成
遊遥

船殻378.皇5377.735

蟻装41.70P1.697
固定夷備品32.6131.594

固定バラスト15.0015.000．

航海及光學2．052.340

電氣36.9036.056

無線1．722.688

機關（水油共）146.19173.283

一般濟備49.4051.050．

燃料豫備水等60.7063.100

補給物件20.0020.000

鱸輪用冷却水1．502.170

救難器材′‘15.0015.000

其他13.98(餘裕）0.710(不l月重量）
合計815.00842.423

即ち計霊に比し増加したのは，機關の27砿と艤装
の10感であるが，計整時の餘裕重量約14砿により，

合計重量に於ては約27．4唾の増加に止めることが出
來た。船舶の計蜜に於て重赴の算定が最も重要な基礎
となるものであることは申すまでもないが．小型船に
於ては特にその主要性能に及ぼす影響が大きい。

本船は我國で初めて造られた新しいタイプの船で，

計霊時課期し得なかった装置が，建造中に色為と装備

せられたのであって，重量の見積りに営つては相當苦
心を要した。

固定バラスト15唾を計聲時より搭載したのは，計
調傑件から必然的に復原性能が悪化し延いては硲型の

増大することを防ぎ,叉完成時の「トリム｣，「ヒール1一

の調整を適切に行うためであって，目的を達して楢餘
裕があれば，その量を減じ全遷の排水量を輕減する考
えであった。

各タンクの配置と満載庫量は下圃記載の通である．

’
（ロ）復原性能．’

完成時の復原捗能は別表の通りで'極めて良好な數
値となっているが，本船はその主任務に鑑み常に波浪
ある海面に於て思い切った操船を行うことが多いの

で，特に充分な復原性能を附與したのである。

就役後相當の荒天に遭遇したが，復原性能に關し乘
員は充分自信を得たとの報告を得ている。

別表のGMは常備状態の最低値として要求された
600粍に對しやや餘裕があるが，救難，設標或は補給
作業等に從事する場合甲板積となる物件が多く'なりが

ちなことや，設標時9砿ブーム使用に伴い生ずる船遷
傾斜を極力少くしたこと,1又將來の改造に伴う重量増
加等を考慮し，計霊の際も常備状態に於て820粍の
GMを豫定したのである。

計謹寺の諸條件から風座面積が大となり重心も上昇
し易く，從ってOGも高くなることを懸念し,抵抗推
進の見地から許し得る範園内でなるべく吃水が深くな
るよう没水部の肥清度を決定した。

計霊常備状態に於ける船郵巴孵係鞍は次の通りであ
るo

Q…0.485C"…0.707

Cｸ…0.559C"...0.867

計霊トリム…零
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復 原性能表 I

|…|綱“
１
１

燈臺見廻
状態

（滿載）

設標 状 態
補填輕荷状態輕荷状態

滿載｜消費
､6gO.43

1．95

3．41

2．68

1．46

3．81

0．55

1．16

0.532

59．6

100．2

．389

2．49

1,628

5．78

205

3．72

排水量（唾）

前部吃水（米）

後部吃水（米）

平均吃水 （ 米 ）

トリム(米)(船尾へ）

KG(米）

GM(米）

OG(米）

最大復原挺（米）

同上を生ずる角度

復 原性範園（度）

最大動的復原力（睡米）
風匪側面積と

水中側面積の比
豫備浮力 （ 殖 ）

前部乾舷

中部乾舷

後部乾舷

820.53

2．69

3．39

3．04

0．70

3．56

0．75

0．55

0.707

57．0

111.8

680

2．00

1,500

5．04

1．69

3．74

２
８
８
８
０
４
５

３
ワ
ー
４
３
ワ
ー
３
９

●
Ｃ
■
●
■
●
◆

３
３
３
３
０
３
０

４９ 853.05

2．81

3．44

3．13

0．63

3．59

0．71

0．49

0.674

55.2

110.3

667

1．92

1,468

4．92

1．60

3．69

艶2.42

3．12

3．15

3．14

0．03

3．41

（0.80）
0．89

0．30

0.826

59．0

119.4

870

1．91

1,478

4．61

1．59

3．98

893.96

3．14

3:36

3．25

0．22

3．30

0．99

0．08

0.”6

58.8

124.9

1,064

1．79

1,427

4．59

1．48

3．77

958.96

・3．34

3．50

3．42

0．16

－3．39

0．90

0

0．818

55.0

121.8

986

1．63

1,362

4．39

1．31

3．63

』

-::;Ⅲ’
56.8

123.7

1,056

1．67

1,377

4．45

1．35

3．65

、

’ Ｏ
ｌ
Ｉ
Ｈ
‐
即
日

備考1．乾舷には木甲板及鋼甲板の厚さを含まない。

2.GMの數値中()内のものは遊動液面を有するタンクの影響を加味せるものを示す。
ｊ
■
■
Ｉ
」
■
Ⅱ
ｌ
ｊ
Ⅱ
１
１
１
０
日
？

梁矢（幅p､30米に對し）0．20米

甲板間高さ（舷側にて）

船首模2．00米

船尾櫻2.05～2.10米

・上甲板一下甲板2．90米

航海船橋甲板一船尾襖甲板2．10米

上部船橋甲板一航海船橋甲板2．10米

本船の長さ．と速力に對し9．30米と云う船幅は比較

的大であって,GMの黙からは或は多少短縮し得たと

しても機關室内の装匠や船尾襖甲板上の短艇搭載設備

と通路の關係等を考えると,この位は是非必要であり，

船内諸室の配澄上からも極めて好適の寸法ごあった｡、

米國「コーストカード」の「パトロールシップ」に

於ても比較的大なる船幅を選ぶと云うことである。

重心の低下に就ては格別の注意と努力を沸つたの

で計甕に比べ常備状態で80粍，輕荷状態で110粍だ

け下った。然し乍ら計蓋時既に豫想せられた通り輕荷

状態では重心力猶かなり高いためにGM,OG共目標

に達せず，風歴面積比も2．5となっているので，約

128砿の海水をバラストタンクに注水して重心を下げ

ると同時に，吃水を増加した状態が上表の補瞬睡荷状

態であってGM750粍,OG550粍，風匪面積比2.0

となり，所期の復原性能に達している。即ち本船とし

ては燃料清水等を消費しても常にこの補填輕荷状態の

排水量以下とならぬよう遥當に海水パラストを補填す

べきことを示しているのである。
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船櫻が陸だ大きいために復原性範園に關するかぎり

心配はなかったので，乾舷を減ずることにより重心を

下げ，かつ風塵面穣をも減らしたかったのであるが，

前部上甲板ウエル附近の凌波性能上の弱黙や大厘劃浸

水時の安全性等の見地から無暗に乾舷を減ずることも

出來ず，前述の如く上甲板の舷弧の最低黙を亜より

後方の船尾櫻内に移し船尾鯉のある船尾の「シヤー」

を減ずろ等}こより之等の互いに相反する要素の調整を

計ったのである。

舷弧前部(F.P.にて)1.10米

後部(A.P.にて)0.40米

（ハ）動揺性能

本船の動揺公試の成績は下記の通りで，その適期は

GMが多少大きいことから悠念された程短くはなか

った。

就役後もこの黙に就き未だ苦情を聞かない。

公試 成 績

排 水 量 8 1 8 . 1 趣

前部吃ﾌk2.905米

後部吃水3.214米
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平 均吃水

卜リ ム

KG

GM

OG

動揺最大角度（片舷）

動揺遇期（複）
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公試の際動揺の誘導方法として一般には人員を甲板

上で走らせるのが最も簡単であるが，本船では艤装配

置上人員を有効に走らせるだけの甲板餘積がなかった

ので，舷側に張出したヘビーデリックに10瞳のコン

クリートブロックを吊るし，之を小型の艀で輕く受け

乍ら吊索を急に切断して動揺を誘導したのである。
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本船は洋上で漂泊し乍ら設標その他の作業を行うこ

ともあって風浪に因る動揺角度を極力減ずるため幅
450粍の草板型ピルヂキールを船賎中央部約21米の
長さに装着している。
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樋
（二）水密麗劃性

（ﾛ)項に於て示した復原性範團の璽値も曝露部の外
板，甲板,隔壁自禮は勿論，之に設けられた出入口,窓，
通風孔等の水防が確實に保持されて初めて確保される
のであって，波浪高き海面を航行することの多い本船
に在っては之等の諸開孔に對し特に嚴重な水密装置を
施したら

叉その任務に鑑み自船の漫水被害をも豫測しなけれ
ばならないので，水密匿劃の配置決定に営り浸水時の
安全性をも出來るだけ考慮したのである。
從って船内に於ても之に影響ある部分ぼ凡て水密構

造とし，下甲板は勿論船櫻内上甲板に於ても昇降口に
は必ず水防蓋を附けるか或は水密の「コンパニオン」
を設け之に水防扉を装備した｡

上甲板下の氷密横隔壁には一切出入口を設けない方
針であったが，機關室後端壁には軸室への交通口があ
って規程上からも之には水密廷戸を設けることになっ

ており，若しこの交通口を歴止すれば機關部の定員増
加を伴い’かつ之に代る出入口を他に用意せねばなら
ないので,止むを得ずこの迄戸の装備が認められたの
である。

然るにこの莚戸は常時開放せられていることが一般

の常識となっており，その閉鎖装置も餘り迅速には作

動し得ないもので,若し片舷軸室に浸水すれば瞬時に
して機關室に波及し，詮には雨舷主機械停止に至るこ
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次に不幸にして主水密横隔壁が破損し，その前後の

匿劃が同時に浸水した場合を考うるに肋材52番及び

59番の横壁に就てはその間の直劃が比較的小さいた

め，その前後端何れかの隔壁が破損しても①叉は③

とも考えられるので，この迂戸と軸室の間に更に水密
の廊室を設け雨舷軸室への出入口にはヒンヂ式水密扉

を備えかつ之には一畢動式開閉装置を附して軸室出入

の都度餘り面倒がられずにこの扉だけは必ず閉鎖せら

れ，浸水を軸室のみに局限し以て二軸推進の一利黙を

發揮し得るよう考慮したものである。

本船は前部の船鎗，機關室，後部乘員室等のかなり

廣い厘劃を有していて，この一厘劃だけの浸水と錐も

相當の浸水量を生ずるので計蚕の際にも豫め浸水計算

を行い，その安全度を確認すると共に必要な庭置に就

ても検討しておいた。

完成の常備状態に就て各厘劃の浸水状態を算出した

結果は次の表と圖面に示された通りである。

の状態と大差はないが，肋材28番隔壁の損傷に依る

前後匿劃同時浸水の場合は上甲板と機關室園壁力隻全
に水密であっても別圖の⑥を以て示された吃水線迄

沈下し,その浸水量は735唾に達し吃水は前部3.5米

後部6．3米，トリム2．8米となる。

然し乍らこの場合に於ても猶水面は船尾鰻甲板は勿

論ウエル部分の上甲板を越すに至らないということ

は船の長さの割に長大な匡劃を三個も有する船として

は良好な水密匿劃性を具えていると云えるであろう。．

、
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I

｜ ①｜③｜④浸水状態
，(ホ）凌波性・

本船は前部に大きなウェルを有し凌波性の黙から

甚だ不利な船型となったので，この弱黙を補うため

この附近の外板のフレヤー，上甲板のシヤー，キャ

ンパー或は舷塙の排水口等に對し特別の考慮を加え

たことは既に第3項に於て述べた通りである。

荒天時船首が波浪中に没入したり航海船橋の前面

が波浪の飛沫を蒙り連績的に覗界を失うような状態

を以て操船者が操船の困難と危険の程度を判噺する

一つの段階とするということを聞いたことがある

．が，この見地から船首襖甲板には適當な高さと幅と

傾斜を與えてなるべく永く船首をDRYに保ち，叉プ

レヤーを附與すべき外板の範園を適営に定め，船首材

前縁には相當の傾斜と若干の反りを附し前端の丸味は

なるべく小とし外板は之にラペットして水切を良好な

らしめ,錐孔は極力上方に配置する等船橋に飛來する

波沫の發生を出來るだけ減少せL鈍』るよう努めた。

前部の凌波性が後部に比べ劣っているので，完成状

態のトリム決定に際しややアップを張くするよう重心

位置を調整したので瀧鐡歌態に於ても200粍以上の

船首トリムを與えることが出來た。

後甲板に就ては道難船曳航中追波を受ける場合の凌
一弓~、

I:
2浸 水範園

浸水量（唾）

前部吃水（米）

後部吃水（〃）

平均吃水（〃）

トリム（〃）

前部乾舷（〃）
中部乾舷
(上甲板迄)（〃）
後部乾舷（〃）

GM(")

7-28間
204

2．19

5．22

3．71

3．03

5．54

1．02

1．91

0．62
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C

l

即ち各状態共猶相當量の乾舷とGMを有している。

機關室浸水の③に於てはトリムは僅少であるが①で

は大きな船首トリムを生じ④では船尾トリムが著し

いので夫公後部と前部の室のタンクに海水を注入して

トリムを出來るだけ修正すれば次表の②と⑤の状態

になる。尚圃面の吃水線は②⑤共注水量の多い場合

のものである。

’ ｜②⑤注水状態
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注水量（唾）

前部吃水（米）

後部吃水（〃）

平均吃水（〃）

トリム（〃）

前部乾舷（〃）
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● 蕊

の

トリム修正のため注水量を多くしても前後端は船甑

のため猶相當の乾舷を保有し得るが，上甲板のウエル

の部分はもともと乾舷が低いのであるから當時の海上

の模様に依り保持すべきトリムと議備浮力を併せ判断

して注水量とその位置を決定すべきである。 前部形状を示す6
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波性を一應検討したが，長大な船尾摸に依り充分な乾

舷と浮力を有しているのでむしろ若干シヤーを減じて

重心の低下を計ったのである。

本船就役後既に相當の荒天に遭遇しているが，充分

な復原性と相俟って良好な凌波性を發揮している由で
争、

あ る6／

舵は吊下式流線形zF衡舵一枚で,･3馬力のヘルショ

ウ型電動油匪式舵取機敏に依り操作せられる。

舵の大さ並びに旋回公試の成績は次の通りである。

（1）公試時の状態

施行場所..瑚田沖吃水線長…57.50米

水深…27米水中側面積
(Am)…153.8米雷

海上模様…平穏舵面積(A)･…..4.30米2

風速・.､2米/秒A/Am･…．．…1/35.77

排水量…816砿舵釣合比…1/2.28

前借I吃水…3.10米KG….……….･3．65米

・後部吃水…3.07米GM……………0.66米

平均吃水...3.085米OG･………･…･0･60米

トリム…-0.03米速力…………15節

（2）旋回成績

最大傾斜角度が豫定の6.5度よりも少しく増したこ

とは，試験時のGMが少かつたことと，旋回圏が豫

想の3.5(DT/LWL)よりも小さかったことに因るもの

である。

諸公試を通じ保針の状況も極めて良好であった。筒

長船尾盤を有するため風睡の中心はやや後部に偏して

いるので船尾を風のため落されることが一應考えられ

るが，逆に操船上苦手とされる船首を風に落されると

いうことがないことは荒天に遭遇した場合特に有利で

あろうと考える。

／

ー
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後部形状を示す

（へ）操縦性能

本船は特に操縦性の良好なことを要求せられたの

で，互いに矛盾する要素を持つ旋回性と保針性の南方

を出來るだけ良好ならしむるよう考慮した。即ち浅水

部船遥の形状は旋回抵抗をなるべく小ならしむるよう

船尾には大なるカウトアッフ・を附し，このため船の坐

り魔悪くなることを舵面積を以て補い同時に旋回力の
,三

増大を得ようとしたのである。
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12．0秒

276.米

214米

4．8

3．7

8．0．

60．

1分15.6秒

35.0。舵 角（舵頭）1

回頭舷

韓舵所要秒時（舵頭）

鴫大縦距(DA)

最大横距(DT)

DA/LwL

DT/LwL

船 禮最大傾斜角度

最大傾斜を生じた回頭角

,80.回頭に要した時‘罰

15..3

左

35.5。

秒
米
米
７
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２
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12．0秒

271米

191米
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3．3

10．5．

60．

1分19秒

I

3.0 2.4

10.5．

60。

11.0。

60。

59.5秒 1分2．3秒

（ト）速力と航綴力

本給は當斌にて計霊した線圖に就

き運楡研究所の目白水槽に於て抵抗

試験と自航試醗を行い，その結果に

基き最良と認められた推進器を装備

したのであって，公表せられた公試

片雛)|片舷(右’1/43/4 最低速力

蚤，篝"瀞↑零、
4ﾉ4

15.00

272.5

1,572

3/4

14.51

251

11,123

2/4

13.29

225

807

主機械負荷

速力（節）
雨舷平均
回韓數/分

合計軸馬力
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成績は次の通りで極めて良好な推進効率を發揮してい

る。この黙は船禮形状と推進器の這営な組合せの結果

であることは勿論であるが，特に船尾附近の船農形状

が大いに寄與しているものと認められる。
〆毎余‘･‘,｡&"‘,‘-,､‘･←--..-.･~｡.｡.．~､.~．~､手尋､．､;.~-..~‘‘､7

鍬誇侭:’『鷺『ボ．､；
1,..群,．'’.~..｡‐､.． ，幸・

蕊疑い．，，ゞ ､1;ずi…、ミゞ "fFゞ ｢#

て長時間航走することもあるので，その推進機關は信

頼度の特に高いことを要望されておるが，本船の主機

械は試運轌全期間を通じ極めて好調で充分信緩性のあ

ることが確認せられたのである。

又公試成績の示す通り主機の力度1/2以下を以て巡

航速力12節を充分發揮することが出來ること'は機關

の耐久性の見地からも甚だ有利であろう。

運轌時認められた推進器の鳴昔も翼縁⑦簡軍な加工

に依り殆んど完全に除去せられた。

公試中計測せられた燃料消費量に基き算定した本船

の航綬距離は，計喪の12節6,000浬に對し7ｳ200浬

となり，約20％の増加を示した。

資測せる主溌械及びデーゼル發電機の燃料清費量は次

の通りである。

（1）主機械

毎時消費量(斑）軸馬力毎時毎軸馬力淌費量
（瓦）

右舷機138.5743186.7

左舷機135.0739183.0

使用燃料は三○重油（輕油混合率30％）で比重

0.895粘度67．2秒のものである。

（2）翌篭溌（但し陸上試露の際計潤のもの）

30kW1"23.0旺時：

同2號22．8〃

40kW11．7〃
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I
ノ施行年月日昭和25－3－9

場所横濱本牧沖標柱（2,063米）

水深約30米

天候海上模儀晴，平穏

建丘出渠年月日昭和25－2－18

公試時の状態

前部吃水3．06米CbO.4S7

後部吃水 3．10米CpO､563

zF均吃水3.08米CmO.853

トリム後へ0．04米C"0.710

排水量818.2睡 値径2.10米
1ピッチ1．94米

LWL，57.50米据進器マソカソ青銅

推進器深度率0.905 '四興呈謹淵型
巡覗船はその任務上速力の使用範園が低速から高速

迄比較的匿い範園に亘り，又必要に應じ最大速力を以
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’（チ）船惣構造と弧度

船禮構造の主要部は先に掲載した中央切断団の示す

通りで，概ね鋼船構造規程に準撮しており，後に詳述

する如く極く一部に新しい輕合金材を使用したことの

他には特に鍵つた構造方式を採用していない。
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保安廃の希望に依る外板相互の鋲接手と1外板への肋
材の鋲着並に現場組立上の都合に依り鋲接とした部分

以外は，重量輕減と水密確保の黙から極力熔接を使用

し，又之に伴い機關室底部を全通する二重底,各甲板，

隔壁甲板室,船橋等を豫め適當の大さのプ戸ツクと
し地上組立を行った。

重量輕減孔は船艫底板より高所の部材に對し規程上

差支ない範園で多少の工數を掛けても極力之を穿孔す
ることとした。

筒彊度上特に注意を沸つたのは長船尾櫻と船首襖の

､間の構造と船橋附近の防震の二黙であった。前者は船

換の中断に依る構造の不連績と内部に梁住を有しない

比較釣廣い船脆と大型総口の集中という悪條件を有し
ている。

後者に關しては750馬力のヂーゼル機關2基と何れ

もヂーゼルを原動機とする發電機80kW2基40kW

1基を装備する機關室上方に操船及見張用の計器を多

璽取付けた船橋を有しているので，機關室内の構材配

置，機械臺は勿論船橋下部の鋼製仕切や梁住を適切に

配置し震動防止に特に意を用いたのであったが，試運
鱒の結果主として發電機に因る船橋附近の震動が無硯
し得ざる程度であることが判り，艤装配置と工程上の

制肘の下で船橋後端附近に支柱を増設しその震動を約
半減することが出來たが，未だ所期の域に達しなかっ
たことは遺憾であった。

試運鱒中振動計に依り計測した船橋附近の記録を見
るに，問題となった計器の震動は自禮の張度や旋回部
の遊隙等のため取付部の船燈よりもかなり大きいので
あり，叉震動に伴い發する騒香が一層震動感を高めて
いる感がある。

大きな馬力のヂーゼル機關を装備せる小型船に於て
は,特に震動防止の見地よりも適當な型式の機關を選
び又船禮構造の補彊を充分考慮すべきは勿論である
が，或る程度以上はむしろ計器自禮を防震構造となす
方が船全禮として遙かに有利となる場合が多いのでは
ないかと考える。

船尾附近の震動は極めて少く全力航走時に於ても殆
んど氣にならぬ位であった。（綴く）

・最新刊。

B5版．総アート

グラピヤ紙150

全頁・鮮麗印刷

便300圓(〒35回）

船のスタイルブック・わが國船舶の一大寓眞圖集成る11

･戦後建造の各種各型代表船

･主なる在來船及び輸出船

･過去の代表優秀船

110餘隻の全姿及び一部船内篇眞

並に代表型16種の一般配置圖

を集録する。

各船毎に詳細なデータを附す。

分
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